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1 取扱説明書に関する注記 
Pos: 9.2 /Hinweise zur  Betriebsanleitung/Hinweise zur  Betriebsanleitung_Spülmaschine @ 0 \mod _1413792976553_6.docx @ 379 @  @ 1  
 

お買い上げのお客様へ、 

 

弊社製品をお買い上げくださり、ありがとうございます。 

MEIKO 製品をご利用いただくことによって、作業効率の向上、並びにその利便性に満足し

ていただけることが弊社の大きな関心事となっております。 

本取扱説明書は、お買い上げ頂いた多機能ウォッシャーの運用者に対して、据付、作業

内容、操作、安全に関する注意事項、メンテナンスについての説明がなされています。 

取扱説明書は多機能ウォッシャーの重要な一部であり、次の所有者または使用者に引き

渡す必要があります。 

使用する前に本取扱説明書をよくお読みください。また、アクセサリーや統合されている他

メーカー製品の取扱説明書もすべて確認してください。 

本取扱説明書の知識によってのみ、エラーを回避することができ、故障のない多機能ウォ

ッシャーの運転を確保することができます。取扱説明書を確認することで危険を回避する

ことができ、修理やダウンタイムによるコストが低減し、多機能ウォッシャーの信頼性と寿

命を増加します。 

多機能ウォッシャーの耐用期間を通して、本取扱説明書を大切に保管してください。湿気

のない場所に保管してください。すぐに手に取れるよう、取扱説明書は多機能ウォッシャー

の側に保管してください。  

多機能ウォッシャーを取り扱うすべてのスタッフが取扱説明書を読み、理解していることを

確認してください。 

各 EU 諸国には、それぞれの言語による取扱説明書が必要です。そうでない場合は、多

機能ウォッシャーの初期稼働を行うことはできません。 

ドイツ語の取扱説明書原本および EU 諸国のすべての言語での取扱説明書は次のアドレ

スからダウンロードできます。https://partnernet.meiko.de 

これらすべての技術的文書は全て無料で入手できます。その他のコピーは実費手数料負

担で入手できます。 

複写および電子媒体への保存を含む全ての権利は、MEIKO Maschinenbau GmbH & Co. 

KG に帰属します。本製品で使用されるテキスト、表示機種、図面、写真の商用利用また

は譲渡は禁止されています。  

取扱説明書は、事前の書面による許可なしで部分的または全体の複製、保存、あるいは

何らかの形で伝送、転送、譲渡または翻訳することは禁止されています。 

 

MEIKO 社は、お客様に満足していただけることを願っています。 

 

© 2023 MEIKO Maschinenbau GmbH & Co. KG 

 

取扱説明書の使用に関する注記： 

• 点 (•) は、列挙を意味します。 

• 数字 (1.) は、所定の順序で行われる複数の作業手順を意味します。 

• 図中のアイテム番号に相応するテキスト上のアイテム番号は、括弧にて表示されて

います： 

(1) 図の位置番号 1 

• テキストは常に図の下にあり、そのテキストは次の図まで適用されます。 
Pos: 9.3 /Basismodule/----Seitenwechsel---- @ 0\mod _1477487104460 _0.docx @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 9.4 /Überschriften/1.1/Produktidenti fikation @ 0\mod_1484307196969 _6.docx  @ 31864 @ 2  @ 1  
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1.1 製品の識別 
Pos: 9.5 /Module UPster U 500 M2/Hinweise  zur Betriebsanleitung/Produktidentifikation  @ 4\mod _1515567923784 _6.docx @ 87671  @  @ 1  
 

本取扱説明書は、以下の機種タイプに適用されます： 

多機能ウォッシャーTopClean 60 タイプ M2。 

M002CDUC10M2-30-MU 

 
Pos: 9.6 /Überschriften/1.1/Lie ferum fang @ 0 \mod _1413552669889_6.docx @ 361 @ 2  @ 1  
 

1.2 納入品目 
Pos: 9.7 /Module UPster U 500 M2/Hinweise  zur Betriebsanleitung/Lieferumfang  @ 4\mod_1515567921974_6.docx  @ 87617 @  @ 1  
 

納入品の内訳： 

• 1x 多機能ウォッシャーTopClean 60 タイプ M2 

• 真水と排水用の接続ホース 

• 文書 

オプションとして利用可能 

• ラック(ラックプログラムを参照) 
Pos: 9.8 /Überschriften/1.1/Mitgeltende Dokumente @ 0 \mod _1484307305706_6.docx @ 31888  @ 2 @ 1  
 

1.3 該当する文書 
Pos: 9.9 /Module UPster H 500 M2/Hinweise  zur Betriebsanleitung/Mitgeltende Dokumente _UPster  H500 @ 3 \mod _1512383714872_6.docx @ 81842  @  @ 1  
 

以下の文書は、この取扱説明書に関する追加情報を記載しています： 

• 取付図 

• 配線図 

• オプションコンポーネントの取付け手順 (GiO モジュール等) 
 
Pos: 9.11 /Überschriften/1.1/Name und  Anschrift des Herstellers @ 0\mod _1442298639871 _6.docx @ 1047  @ 2 @ 1  
 
Pos: 9.13 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 10 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
 
 
Pos: 11.1 /Überschriften/1/Ha ftung  und  Gewährleistung @ 0\mod_1413464463527_6.docx @ 77  @ 1  @ 1  
 

2 賠償責任および保障 
Pos: 11.2 /Haftung  und  Gewährleistung/Ha ftung und Gewährleistung_Spülmaschine  @ 0\mod_1413794197944_6.docx  @ 388  @  @ 1  
 

メーカーに課されるすべての義務は、完全かつ有効な保証条件が含まれているそれぞれ

の販売契約に基いて発生します。本契約の保証条項は、説明書の内容による拡張も制限

もありません。 

 

取扱説明書を順守することにより、お使いの多機能ウォッシャーを常に満足してご使用い

ただけ、長寿命を維持することができます。 

納品された機械は、製造／納品時点において有効とされる技術状態および安全規制に対

応しています。 

本取扱説明書に記載されている情報、データおよび注意事項は、印刷時点において最新

の内容となっています。納品済みの装置の情報、図および記述に対して請求権を発するこ

とはできません。 

 

請求権については、欠陥やエラーが確認された場合は、直ちにメーカーに連絡する必要

があります。人的および物的損害並びに運転中断における賠償責任に関する請求権が、

以下の原因のいずれかに該当する場合、それは認められません： 

• 不適切な使用。 

• 不適切な取付け、試運転、操作およびメンテナンス。 

• 故障した安全装置、あるいは不適切に取り付けられている、または機能していない安

全装置および保護装置での機械や装置の操作。 

• 輸送、保管、取付け、試運転、運転およびメンテナンスに関する取扱説明書の注記を

無視。 

• 目的から外れた機械または装置の不正な変更または調整。 
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• 摩耗が生じる部品の監視不足。 

• 純正品ではない摩耗部品および交換部品の使用。 

• 不適切に実施された修理、点検あるいはメンテナンス作業。 

• 外部からの影響や不可抗力による災害。 
Pos: 11.3 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 12 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
 
 
Pos: 13.1 /Überschriften/1/Sicherheit @ 0\mod_1413464510025 _6.docx  @ 79  @ 1  @ 1  
 

3 安全性 
Pos: 13.2 /Überschriften/1.1/Symbolerklärung @ 0\mod _1413551964284 _6.docx @ 333 @ 2 @ 1  
 

3.1 記号の説明 
Pos: 13.3 /Überschriften/1.1.1/Hinweise in der Anleitung @ 0\mod_1413552033565_6.docx  @ 335  @ 3  @ 1  
 

3.1.1 説明書における注意事項 
Pos: 13.4 /Sicherheit/Au fbau  Warnhinweise _Allgemein @ 0\mod _1413532727547_6.docx @ 164 @  @ 1  
 

本取扱説明書において、安全に関する重要な注意事項は記号付きで特別に表記されてい

ます。事故や装置における損害を避けるために、これらの注意事項に必ず留意してくださ

い。 

 

警告表示 

 危険 

危険に関する簡単な説明： 

シグナルワード危険は、起こりうる危険を意味しています。 

従わない場合、重傷や死亡に至る恐れがあります 
 
 

 

 警告 

危険に関する簡単な説明： 

シグナルワード警告は、起こりうる危険を意味しています。 

従わない場合、重傷や死亡に至る恐れがあります。 

 

 注意 

危険に関する簡単な説明： 

シグナルワード注意は、起こりうる危険を意味しています。 

従わない場合、軽度から中度の怪我を招くおそれがあります。 
 

 

使用上の注意 

注意 

簡単な説明： 

シグナルワード注意は、起こりうる物的損害を意味しています。 

無視される場合、機械や装置に損害が生じる可能性があります。 
 

 

 

注記 

シグナルワード注記は、機器または装置に関する詳細、あるいはその使用に関する詳細

を意味しています。 
 

 
Pos: 13.5 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 13.6 /Überschriften/1.1.1/Sicherheitssymbole  in der  Anleitung  @ 0\mod _1413552073867 _6.docx @ 337  @ 3 @ 1  
 

3.1.2 説明書の安全記号 
Pos: 13.7 /Sicherheit/Sicherheitssymbole  in der  Anleitung/Sicherheitssymbole in der Anleitung_  

以下の注記記号や危険記号が文書と機械で使用されています。怪我や物的損害を防ぐた

めに、機械に付着されている記号やラベルに注意してください！  

 

記号には以下の意味があります： 
 

記号 意味 

 

危険個所の警告 

 

危険な電圧の警告 

 

手の怪我の警告 

この警告記号がある個所には手を近づけないように注意してください。手が挟まれるまた

は引き込まれる、あるいはその他の怪我をするおそれがあります。 

 

高温の表面および液体に対する警告 

 

機械の転倒に対する警告 

 

環境汚染に対する警告 

 

スプレーウォーター禁止 

 

飲料水ではありません 

 

ペースメーカー使用者のアクセス禁止 

 

目保護具の使用あるいは保護メガネを着用すること 

 

保護手袋を着用すること 

 

取扱説明書を読む 

 

メンテナンスまたは修理の前に電源から切断する 

 

等電位化接続 

 
Pos: 13.8 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 13.9 /Überschriften/1.1/Anforderungen an  das Personal @ 0\mod _1413552192930_6.docx @ 339 @ 2 @ 1  
 

3.2 スタッフに対する要件 
Pos: 13.10 /Sicherheit/An forderungen an  das Personal @ 0 \mod _1413804257427_6.docx @ 432 @  @ 1  
 

MEIKO 社の機械の試運転、指導、修理、メンテナンス、取付けおよび設置は、認定サービ

スパートナーにのみ、その実施が許可されています。 

 

操作を確実にするには： 

• 十分に研修を受け、指示を受けたスタッフのみが洗浄機で作業します。 

• 操作、メンテナンスおよび修理に関するスタッフの管轄範囲を明確に区分します。 

• 見習いスタッフは、経験のあるスタッフの監督下でのみ機械を作業することができま

す。 
 

機械での特定作業を実施するために必要とされる資格は、MEIKO 社によって規定されて

います。 
 

スタッフ 
指示を受けた操作

スタッフ 

MEIKO によって認

可を受けた事業所

内の職人 

MEIKO によって認

可を受けたサービ

ス技術スタッフ 作業内容 

設置/組立て   

試運転   

運転、操作   

洗浄   

安全装置の点検   

トラブルシューティン

グ 
  

機械的なトラブルシュ

ーティング 
  

電気的なトラブルシュ

ーティング 
  

メンテナンス   

修理   

* 電気系専門スタッフとして研修済み 
 

 

注記 

指示は書面によって確認される必要があります。 
 

 

本取扱説明書における有資格スタッフとは、次の条件を満たす者です。 

• 14 歳以上であること。 

• 自身が受けた研修、経験および指示を基に、必要とされる作業を実施することができ

ること。 

• 機械安全の責任者から必要とされる作業の実施を認可されてる者。 

• 取扱説明書およびそれに相応する安全注意事項を読んで理解し、これを順守してい

ること。 
Pos: 13.11 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 13.12 /Überschrift en/1.1/Restrisiken @ 0\mod _1484733073752_6.docx @ 33900  @ 2 @ 1  
 

3.3 残留リスク 
Pos: 13.13 /Sicherheit/Restrisiken/Restrisiken_Kleinmaschinen-ohne-Wärmerückgewinnung  @ 6\mod_1528717643955 _6.docx  @ 112363 @  @ 1  
 

種別 作業内容 危険の種類 防止策 

輸送と組立て 

フォークリフトでの荷積み

と荷下ろし 
圧迫/衝突 

• フォークリフトの負荷容量は、機械の重量に

対応する必要があります 

• 機械の重心に注意する 

• 滑りを防止する 

設置場所に降ろす 圧迫/衝突 
• 地面が十分な耐荷重であることを確認する 

• 機械が転倒しないことを確認する 

電気接続の実施 感電 
• 機械接続は有資格者にのみ可能 

• 事故防止規則の遵守 

別の GiO モジュール (オプ

ション) のセットアップ 
躓き/落下/圧迫 

• GiO モジュールを壁/テーブル/機械に取り

付けることが好ましい 

• 金属シートベースの自立型モジュールを取

り付ける 

• 必要に応じて、 モジュールを横にして操作

する 

試運転 
洗剤/リンス剤の 

注入 
眼外傷/健康障害 

• 保護メガネ/保護手袋を着用する 

• 皮膚や眼への接触を避ける 

運転 

洗浄プログラムが実行中 

ポンプモーターの過負荷ま

たはブロックによる多機能ウ

ォッシャーの火災 

• 異物の侵入を避けるために、常に細目/粗

目ストレーナーと共に多機能ウォッシャーを

使用する 

• 洗浄対象物の事前の除去 

多機能ウォッシャーのロー

ド/アンロード 

手を挟む 
• 機械のドアを閉じる際は所定のハンドルを

使用する 

壊れた洗浄対象物による切

断/せん断 

• 洗浄対象物をそれぞれ専用付属ラックに入

れて多機能ウォッシャー内で洗浄する 

• 小さな物は適切なラック挿入部に入れる 

• 洗浄対象物が多機能ウォッシャーの回転部

に触れないこと 

だぶだぶの衣服やネックレ

ス等の装身具が引っ掛かる 

• 適切な作業服と頑丈な靴を着用する 

• リング、チェーン、その他のアクセサリーを

着用しないこと 
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種別 作業内容 危険の種類 防止策 

運転 

多機能ウォッシャーのロ

ード/アンロード 

スリップ • ノンスリップの床材を使用する 

熱湯との接触 

• 必要に応じて、洗浄対象物を冷ます 

• 必要に応じて、触れる前に機械部品を冷ま

す 

• 運転中にタンクカバーストレーナ 

ーを取り外さないこと 

• 保護手袋の着用を推奨 

すべての作業 

開かれた機械のドアの上に立

つ/座ることによる怪我 

•  ドアの上に誰も立っていない/座っていない

ことを確認する 

洗浄槽内の水の誤飲 
• 食事の準備用に洗浄水を使用しないこと 

• 洗浄水を飲まないこと 

薬品配分の不正な変更 呼吸困難/窒息 • 配分量の調整は有資格者のみが行うこと 

洗剤/リンス剤の補充 

開かれた配分パネルによる躓

き/落下 
• 配分パネルは充填直後に閉める 

眼外傷/健康障害 
• 保護メガネ/保護手袋を着用する 

• 皮膚や眼への接触を避ける 

メンテナンスと洗浄 

すべてのメンテナンス作

業 
感電 

• カバープレートを開ける前に電源遮断装置

で機械を無電圧状態に切り替え、再入電を

防ぐ 

• 有資格者のみメンテナンス実施可能 

洗浄またはメンテナンス 

開かれたドアによる躓き/落下 • 使用後はドアを必ず閉める 

熱湯または高温の機械部分と

の接触 

• 触る前に機械部品を冷ます 

• 保護手袋を着用する 

洗浄 中毒 

• 刺激性の洗浄剤や研磨剤を使用しない 

 •商業用多機能ウォッシャー用の適切なス

ケール除去剤のみ使用する 

• 保護手袋を着用する 

GiO モジュール：フィルタ

ーインサートの交換 
水漏れ • 適切な容器を用意する (ドリップトレイ等) 

解体および廃棄処

分 

分解 眼外傷/健康障害 

• 保護メガネ/保護手袋を着用する 

• 皮膚や眼への接触を避ける 

• 必要に応じて、 真水でホース、投入システ

ムおよび機械部品を洗浄する 

フォークリフトでの荷積み

と荷下ろし 
圧迫/衝突 

• フォークリフトの負荷容量は、機械の重量

に対応する必要があります 

• 機械の重心に注意する 

• 滑りを防止する 
 

Pos: 13.14 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 13.15 /Überschrift en/1.1/Bestimmungsgemäße  Verwendung  @ 0\mod_1413552303128 _6.docx  @ 343  @ 2  @ 1  
 

3.4 規定に従った使用 
Pos: 13.16 /Sicherheit/Bestimmungsgemäße Verwendung / Vorhersehbare  Fehlanwendung/Bestimmungsgemäße Verwendung_   

この機器は、業務用としての使用のみを想定しています。洗浄対象物は業務用マルチウ

ォッシャーと消毒機器に適していなくてはいけません。 

 

洗浄対象物 TopClean 60: 

• サージカルシューズ 

• 花瓶 

• トレイ 

 

フェイスマスク用 TopClean 60 の洗浄対象物 (特殊アプリケーション): 

• フェイスマスク 

 

規定の用途に沿っていない使用法や操作の間違いによって発生した損害について、

MEIKO は一切の責任を負いません。規定の用途以外の使用、改造や変更は、それがい

かなるものであっても許可されず、危険です。 
Pos: 13.17 /Überschrift en/1.1/Vorhersehbare  Fehlanwendung @ 0\mod_1414597501360_6.docx @ 822 @ 2  @ 1  
 

3.5 予見可能な誤使用 
Pos: 13.18 /Sicherheit/Bestimmungsgemäße Verwendung / Vorhersehbare  Fehlanwendung/Vorhersehbare Fehlanwendung _  

「規定に従った使用」の章に記載されていない使用はすべて不適切です！ 

多機能ウォッシャーで、以下の予見可能な誤使用を行わないようにしてくださう。 

• 電気系部品を伴うキッチン用品 

• 繊維、鍋つかみ、スチールスポンジ 

• 食品と接触しない用品 (灰皿やろうそく立て等) 

• 生物 

• さらに消費する食品 

• 食品の調合 

• 鉄製用品 

• コンロのグリル／ガスオーブンのグリル 

• 洗浄消毒プロセスにおいて化学熱的および熱的に適していない洗浄対象物 

• 現地の下水道に上水を導入 

• 空いている機械のドアの上に座っている/立っている 

• 機械内の有害物質（有害な、特に毒性のある高引火性物質、高可燃性物質および爆

発性物質）の処理 

• 爆発の危険がある環境での機械の使用 
 
Pos: 13.20 /Überschrift en/1.1/Grundlegende  Sicherheits- und  Un fallverhütungsvorschriften  @ 0\mod_1413804723211_6.docx  @ 434  @ 2  @ 1  
 

3.6 基本的な安全規定と事故防止規則 
Pos: 13.21 /Sicherheit/Grundlegende  Sicherheits-  und  Un fallverhütungsvorschriften/NEU____Grundlegende  Sicherheits-  und  Un fallverhütungsvorschriften _ 
 

 

注記 

次の安全に関する注意事項は、操作スタッフ、第三者および多機能ウォッシャーを保護す

るために役立ちます。 

本説明書の注記や多機能ウォッシャーの注記ラベルに注意してください。 

この安全性は、実際の作業の際に、すべての必要とされる措置が講じられる場合にのみ

確保可能です。 

このような措置の策定や実施管理は、運用者による機械の注意義務に含まれます。 
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運用者は特に次のことを確保してください： 

• 多機能ウォッシャーは規定に従って使用されている。規定に従わない使用または操

作によって損害や危険が生じる可能性があります。 

• 機能および安全に関する保証を維持するためには、メーカー純正部品のみ使用す

る。  

• 投入装置の追加取付けにより、多機能ウォッシャーの安全性に影響を与えないこと。 

• そのため、多機能ウォッシャーの操作、メンテナンスおよび修理は、十分な資格を有

した認定スタッフのみ行う。 

• 開いているドアの上には誰も座らない/立たないこと。 

• スタッフは、労働安全および環境保護に関する全ての該当事項について定期的に指

示を受け、取扱説明書および特にこの文書内に記載されている安全に関する注意

事項を理解している。 

• 子供や身体的、感覚的もしくは精神的な能力が低下している人、または経験や知識

の欠如している人などの他の人に対する危険性について機械の環境が評価されて

いる。疑わしい場合は、意図的な取り扱い (=ディスプレイでの操作) とは異なる特別

なオプションの起動機能を無効にする。 

• 多機能ウォッシャーは、問題なく正常に機能する状態においてのみ使用され、全ての

保護設備やカバーパネル類が取り付けられている。 

• 安全装置や配電装置の機能が定期的に点検されている。 

• 背面からアクセス可能な多機能ウォッシャーはバックプレーンカバーを装着してのみ

運転されている。 

• メンテナンスおよび修理スタッフに必要とされる保護具が利用可能で、着用されてい

る。 

• すべての定期的メンテナンスの際に、多機能ウォッシャーの安全に関する装置がす

べて正しく機能するか点検されている。 

• 多機能ウォッシャーに装着している全ての安全記号や警告記号が外されることなく、

読みやすい状態にある。 

• 関連する説明書の指示に従って、オプションの付属部品の保守 (メンテナンスと検査) 

が行われている。 

• 取付け、初期稼働、および顧客/オペレーターへの多機能ウォッシャー譲渡後、変更

が行われていない (機械の電気および機械コンポーネント等)。 

• DIN 10510、10511 および 10512 規格に従って、エネルギー最適利用装置はその必

要操作温度を低下させないこと。それにもかかわらず、エネルギー最適化装置が使

用されている場合、MEIKO は洗浄結果や衛生状況の悪化に対して保証するもので

はありません。 

多機能ウォッシャーの運転における注意事項： 

• 多機能ウォッシャーは、指示を受けたスタッフの監視下でのみ運転することができま

す。  

• 操作上に不明な点がある場合は、多機能ウォッシャーを作動させないでください。 

• すべてのドアとフラップは常に閉じてください。 

• 機械の運転終了後は現地の電源遮断装置をオフにしてください。これは、機械の電

源供給ラインに配置されています。 

• 適切な作業服を着用してください。 

• 多機能ウォッシャーでの作業には、保護手袋を着用してください。 

• 触る前に機械部品と洗浄対象物を冷ましてください。 
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洗剤とリンス剤の使用に関する注記： 

• 洗浄消毒プロセスにおいて化学熱的および熱的に適した洗剤とリンス剤のみを使用

してください。 

• 本製品の販売元にお問い合わせください。 

 

洗剤とリンス剤は、健康に危害を与える可能性があります。運転において使用される洗浄

水には薬品が添加されています。 

• 洗浄水は絶対に飲まないでください。 

• 洗浄水を誤飲してしまった場合、直ちに医者の診察を受けてください。 

• メーカーの純正容器および安全データシートに記載の危険注意事項を確認してくださ

い。 

• 化学物質を取り扱う場合は、適切な保護手袋および目の保護具を着用してください。 

• 洗剤とリンス剤を取り違えないでください。 

• 多機能ウォッシャーの吸引口が正しく容器に接続されていることを確認してください。 

 

スケール除去剤の使用に関する注記 

スケール除去剤の残留物は、機械のシール材やプラスチック部品を損傷する可能性があ

ります。 

• 本製品の販売元にお問い合わせください。 

• メーカーの危険注意事項を確認してください。 

• 使用後には残留物を除去します。 

 

機械のクリーニングに関する注記 

泡が立つものは多機能ウォッシャーの機能障害や洗浄性能の劣化につながります。 

• 予備洗浄や機械洗浄に泡立つハンドソープを使用しないでください。 

• 触る前に機械部品と洗浄対象物を冷ましてください。 

周囲環境のクリーニングに関する注記 

周囲環境のクリーニングでは、外部の強い影響 (蒸気、洗剤)や水の浸入によって機械が

損傷するおそれがあります。 

• 刺激性の強い洗剤 (刺激性タイル用洗剤等) を使用しないでください。 

• 機械を地上階に設置する場合、周囲を水浸しにしないようにしてください。 

電気・電子に関する注記 

多機能ウォッシャーは、三相 (400 V) の保護接地導体システムの使用要件に応じて接続

されています。露出した通電下の部品やケーブルに接触すると、生命に危険が生じるおそ

れがあります。 

• この説明書の警告指示、並びに多機能ウォッシャーの注記ラベルに注意してくださ

い！ 

• 機械の電気部品の作業の際は、すべての電気的接続部が適切に接続されているか

確認してください。 

• 機械の電気部品での作業の際は、常にケーブルや配線を点検し、必要に応じて交換

してください。 

不適切なクリーニングは、エレクトロニクスを損傷させることがあります。 

• 多機能ウォッシャー、制御キャビネットまたはその他の電子部品に、決して用水ホー

スや高圧洗浄機で水を吹付けないでください。 

• 水が誤って機械本体に混入しないように確保してください。 
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非電離放射線に関する注記 

 

非電離放射線は選択的に発生せず、技術的な理由から電気機器 (電気モーター、電力

線またはソレノイドコイル等) によってのみ放出されます。また、本機械は強力な永久磁

石を搭載していません。 

 
Pos: 13.22 /Überschrift en/1.1/Ver halten im  Gefahren fall @ 0\mod_1484572382168 _6.docx  @ 32020 @ 2 @ 1  
 

3.7 危険な状況が発生した場合 
Pos: 13.23 /Sicherheit/Verhalten  im Gefahren fall @ 0\mod_1413537856476 _6.docx  @ 238  @  @ 1  
 

危険な状況では、機械を直ちに停止し、人的および物的損害から保護してください。  

 

• 危険な状況では、多機能ウォッシャーを現場の電源遮断装置で無電圧状態に切り替

えてください。 
Pos: 13.24 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 14 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
os: 15.1 /Überschriften/1/Produktbeschreibung @ 0\mod _1413464547509 _6.docx @ 81 @ 1 @ 1  
 

4 製品説明 
Pos: 15.2 /Überschriften/1.1/Funktionsbeschreibung  @ 0\mod_1414408522122 _6.docx  @ 728  @ 2  @ 1  
 

4.1 機能説明 
Pos: 15.3 /Module  UPster U 500 M2/Produktbeschreibung/UPster  U500 Funktionsbeschreibung Einleitungssatz @ 4\mod _1515676329132 _6.docx @ 89651  @  @ 1  
 

TopClean 60 は、スクエアラック付き多機能ウォッシャーです。 

多機能ウォッシャーは洗浄とリンスの二段階で作動します。 

温度調節器が、設定されている洗浄温度を維持します。ロータリーポンプが循環水を洗浄

タンクから洗浄ノズルに送ります。水は噴出方向を変えながら洗浄対象物に当たります。

これにより一定の洗浄結果が達成されます。 

洗浄対象物は、別のノズルシステムにより高温の新鮮水でリンスされます。 

こうして洗浄対象物は次の乾燥工程に備え加熱されます。 

すすぎ水は洗浄水の回生に回されると同時に洗浄水の汚れの程度が軽減されます。 
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4.2 銘板 
Pos: 15.9 /Module  UPster U 500 M2/Produktbeschreibung/Einleitungssatz Typenschild Kleinmaschine  mit GiO @ 4\mod_1516346203581_6.docx @ 95817 @  @ 1  
 

銘板は前面パネルの内側にあります。追加の定格板は、前面パネルの後ろのコントロー

ルボックス、そして分離された GiO モジュールにあります(多機能ウォッシャーの一部であ

る場合)。 
Pos: 15.10 /Produktbeschreibung/Typenschild Kleinmaschine IP  X4  (UPster U 500  M2 / U 400 M2) @ 4\mod_1515568008088 _6.docx  @ 88051 @  @ 1  
 

 

次の情報は定格板に記載されています： 

1 メーカーの名称および住所 

2 機種タイプ 

3 モデル名 

4 シリアル番号 

5 電流タイプ 

6 電気的接続 

7 ボイラー定格出力 

8 水圧 

9 ボイラーボリューム 

10 蒸気接続 

11 製造年 

12 CE マーク 

13 IP 保護等級 

 
Pos: 15.11 /Überschrift en/1.1/ GiO-MODUL @ 4\mod _1515481769829 _6.docx @ 87487  @ 2  @ 1  
 
 

4.3 GiO モジュール 
Pos: 15.12 /Produktbeschreibung/GiO-MO DUL @ 4\mod_1515407886418_6.docx @ 87397 @  @ 1  
 

このモジュールは、逆浸透の原則に基づいて動作します。原水は、半透性膜を通ってポン

プによって圧縮されます。膜は水分子のみを通過させます。水に含まれる硬膜剤および塩

(スケールなど)は残ります。純水(透過液)が多機能ウォッシャーに供給され、残された物質

(濃縮物)がドレンに送られます。 
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4.4 ブルーの操作コンセプト 
Pos: 15.15 /Module  UPster  U 500 M2/Produktbeschreibung/UPster U 500 _Blaues  Bedienkonzept_Foto  @ 6\mod_1525343472683 _6.docx  @ 106401 @  @ 1  
 

  

 

 

  1 AktivPlus フィルター 

 
Pos: 15.16 /Produktbeschreibung/Blaues Bedienkonzept _Beschreibung @ 4\mod _1515413185149_6.docx @ 87451  @  @ 1  
 

操作中や日常のクリーニングの際にオペレータが触れなければならない多機能ウォッシャ

ーの部品はブルーです。したがって、オペレータは簡単なブリーフィングの後、洗浄システ

ム、タンクカバーストレーナーとフィルターを取り外してクリーニングする必要があることを

すぐに知ることができます。 
Pos: 15.17 /Überschrift en/1.1/Dosiergeräte @ 0\mod_1414408564915_6.docx  @ 730  @ 2  @ 1  
 

4.5 化学熱消毒プロセスに対し許可されている製品 
Pos: 14.15 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr  durch  Kontakt mit  Chemikalien @ 0\mod_1413539826683 _12743.docx @ 17457  @  @ 1  
 
 

 

 

 警告 

ケミカル製品との接触による怪我の危険 

• ケミカル製品の製造元の安全データシートと投入推奨事項に注意してください。 

• 安全眼鏡を使用してください。 

• 保護手袋を着用してください。 

• 種類が違うケミカル製品を混ぜないでください。 
 

Pos: null /Basismodule/ ----Seitenwechsel---- @ 0\mod _1477487104460_0.docx @ 17884  @  @ 1  
 
Pos: 14.17 /Warnhinweise/VORSICHT/VORSICHT - Reiniger und  Klarspüler @ 20\mod_1612351480230_12743.docx  @ 248881 @  @ 1  
  

 注意 

洗浄もしくは軟化や最終すすぎのために使ってよい投入薬剤は、MEIKO がマルチウォッ

シャーや消毒機器において使用することを許可した薬剤のみとなります。 

種類が違う洗剤製品を混ぜないでください。 

 

TopClean 60:  

洗剤:       Doyen RF90FMS 

リンス剤:      Etol GT500  

 

フェイスマスク用 TopClean 60 (特殊アプリケーション): 

化学消毒剤および化学洗剤:    EW 80 mat、EW 80 Systeme

       Sekumatic FDR, Ecolab 

リンス剤:      Etol GT500 

 

不適切なケミカル製品を使用すると、薬剤投入ユニットの耐用期間が大幅に短くなるおそ

れがあります。 
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製造元が規定する投与規定を必ず守ってください。消毒剤および洗剤、ならびにリンス剤

を規定に従わない方法で使用すると、健康に害が及ぼされる可能性があります。製造元

の容器および安全データシートに記載されている情報は、必ず順守してください。 

特にケミカル製品や洗浄中の高い温度、保管や輸送の際にかかる機械的負荷などは、相

互作用的に食器に影響を与えます。 

スケール除去剤を使用する場合は、取り扱いおよび安全性に関する製造元の注意事項を

厳守してください。使用後は、残留物がないようにスケール除去剤を装置からきれいに取

り除く必要があります。微量でも残留があると、プラスチック部品およびシール材料を破損

させるおそれがあります。 

ケミカル製品の設定 

洗剤/消毒剤やリンス剤の量の正しい設定は、使用している製品によって異なります。

対応するケミカル製品のサプライヤーが正しい投入量を設定できます。 

 

4.5.1 洗剤供給/消毒剤供給 

薬剤投入ユニットは、液状のアルカリ性洗剤または消毒剤を洗浄水に自動的に投与する

ためのものです。 

液体はリザーブ容器から薬剤投入ユニットによって、チューブラインを通り洗浄タンクへ送

られます。薬剤投入ユニットは自吸式です。投入は、毎回の充填サイクル時、および各プ

ログラムシーケンスの開始時に時間管理によって行われます。 

TopClean 60 における投入 

 

1 L あたり 4 ml の洗剤供給を行うことをお勧めします。ケミカル製品のサプライヤーの投入規

定を順守してください。 

 

フェイスマスク用 TopClean 60 における投入 (特殊アプリケーション): 

 

A0 制御による消毒では、アルカリ性洗剤の投入量は 1 L につき約 2 ml をお勧めしています。

また、化学熱消毒の場合は、消毒剤の投入量は 1 L につき約 10 ml をお勧めしています。ケ

ミカル製品のサプライヤーの投入規定を順守してください。 

 

4.5.2 リンス剤供給 

リンス剤供給装置は、液状の清潔なリンス剤を新鮮水に自動的に投入するためのもので

す。 

リンス剤はリザーブ容器からチューブラインで吸い上げられ、給水ラインへと運ばれます。

薬剤投入ユニットは自吸式です。投入は、充填サイクル毎に行われます。 

 

TopClean 60 ではリンス剤供給は 1 L につき 0.25 ml、フェイスマスク用 TopClean 60 では 1 L 

につき 0.2 ml の投入をお勧めします。投入量が正しければ、均等な水の膜が出来上がりま

す。投入量が多すぎると、気泡や筋ができます。そのような場合には、投入量を減らしてくださ

い。投入量が少なすぎる場合は、洗浄対象物に水滴が残ります。この場合は投入量を増やし

てください。 

 
Pos: 14.18 /Produktbeschreibung/DW/Dosierung/Dosiergeräte_Reiniger-Klarspüler @ 21\mod _1612460911171_12743.docx @ 249341  @  @ 1  
 
Pos: 15.18 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG -  Verminderte  Lebensdauer  bei ungeeigneter Reinigungschemie @ 5 \mod _1522736065819_6.docx @ 101057  @  @ 1  
 

4.6 消毒コントロール 
 

MEIKO 社は、より高い衛生要件で装置の熱消毒をする 2 タイプの機械を提供しています。

両バージョンは、標準機械として洗浄タンク内でより大きな熱出力を有しています。 
Pos: 15.23 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 15.24 /Produktbeschreibung/A0-Steuerung @ 5\mod _1522309677413 _6.docx @ 100933  @  @ 1  
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4.6.1 A0 制御 

 

用語 A0 は、湿熱と消毒プロセスにおける微生物殺滅の尺度です。湿熱での殺菌処理で

は、一定時間による温度で特定耐性の微生物を殺滅することが期待できます。 

A0 制御機能を持つ多機能ウォッシャーの標準設定は、衛生値が A0 60 です。 

• 洗浄中のタンク温度は 74 °C 以下です。 

• 65°C を超えるタンク温度は、各温度にファクターが割り当てられます。 

• 毎秒、測定されたタンク温度に基づいて値が決定され、衛生値 A0 60 に達するまで

加算されます。 

• 洗浄処理は、設定したプログラムサイクルタイム終了まで、ただし、少なくとも温度値

に達するまで行われます。その後、排水休止とすすぎが行われます。 
Pos: 15.25 /Module  UPster  H 500 M2/Produktbeschreibung/Display-A0 @ 4\mod _1513765164002_6.docx @ 86145  @  @ 1  
 

 
 

ディスプレイは現在の A0 値を表示します。 
Pos: 15.26 /Produktbeschreibung/Thermolabel-Steuerung @ 5\mod _1522310480416_6.docx @ 100962  @  @ 1  
 

 
Pos: 15.27 /Produktbeschreibung/Thermische  Desinfektion @ 4 \mod _1513781743574_6.docx @ 86172  @  @ 1  
 

4.6.2 化学熱消毒プロセス(フェイスマスク用 TopClean 60) 

化学熱消毒プロセスでは、消毒は特別に規定された濃度の特殊な洗浄/消毒剤の使用、

そしてこれに応じて規定されている消毒温度と消毒時間を踏まえて行われます。洗浄は、

タンク温度は約 60℃ で、消毒ソリューションを用いて行われます。洗浄中は、タンク加熱

はオンになっており、消毒ソリューションを 60℃～61℃ に維持します。洗浄タンク内が 

60℃ を超えると、必要な消毒時間 (例: 5 分) に到達するまで、洗浄中に時間がどんどん

加算されます。プログラム内で設定されている洗浄時間にも到達している場合は、水切休

憩が始まり、続いて 60℃ の新鮮水による最終すすぎが行われます。 

 

 

タンク温度はプログラム開始時に (洗浄対象物に応じて) 下がります。規定の消毒パラメータ

ーに達するまでの時間は、設定済みの洗浄プログラムの時間を超過する場合があります。 
Pos: 15.28 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 16 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
 
 
Pos: 17.1 /Überschriften/1/Technische Daten @ 0\mod _1413464579343 _6.docx @ 83 @ 1 @ 1  
 

5 テクニカルデータ 
Pos: 17.2 /Module  UPster U 500 M2/Technische Dat en/Technische Dat en UPster H500 @ 4\mod _1515568025951 _6.docx @ 88134  @  @ 1  
 

機械寸法、接続値および消費量を識別する寸法図は、MEIKO により作成されています。 

その他のデータは MEIKO の寸法図に記載されています。 

 

正味重量 

バージョン 重量 約 

TopClean 60 73 kg 

+ Gio モジュール リバースオスモシス 23 kg 

 

ノイズ放射 

作業場関連の音圧レベル LpA ≤ 70 dB (A)。 

 

5.1 EC/EU 適合宣言 

添付された EC/EU 適合宣言書を参照 
Pos: 18 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
 
 
Pos: 19.1 /Überschriften/1/Montage @ 0 \mod _1413464604943_6.docx @ 85  @ 1  @ 1  
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6 取付け 
Pos: 19.2 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr durch Betreten  eines Ge fahrenber eichs @ 0\mod_1413547402334_6.docx @ 311 @  @ 1  
 
 

 

 警告 

危険範囲へのアクセスによる怪我の危険 

輸送、取付け、試運転、メンテナンスおよび整備作業の際に、許可を得ていない者が危

険範囲内に立ち止まったり、立ち入ったりすることがあるかもしれません。これは、怪我に

つながることがおそれがあります。 

• 機械における作業および機械を利用した作業は、必ずその作業に関する資格を保持

しているスタッフのみ対応させるようにしてください。 

• 許可を得ていない者に対して、危険範囲を避けるように指示してください。 

• 危険範囲を囲い込んて進入禁止とし、第三者でも認識できるようにしてください。 

• 機械の安全装置の取外しや停止することは禁じられています。 
 

Pos: 19.3 /Überschriften/1.1/Montagevoraussetzungen @ 0\mod _1413879424840_6.docx @ 450 @ 2 @ 1  
 

6.1 取付け条件 
Pos: 19.4 /Überschriften/1.1.1/Prüfung des Lie ferzustandes @ 0\mod _1413879589856 _6.docx @ 452  @ 3 @ 1  
 

6.1.1 納品時の点検 
Pos: 19.5 /Montage und Transport/Transport/Prüfung des  Lie ferzustandes @ 0\mod _1413880078188 _6.docx @ 464  @  @ 1  
 

• 納品後直ちに、MEIKO の受注確認書や納品書と照らし合わせて納品内容が全て揃

っているか確認してください。 

• 必要に応じて、不足する部品を直ちに納品した運送会社に連絡し、MEIKO までお問

い合わせください。 

• 輸送中の損傷がないか、機械を点検してください。 

 

注記 

輸送損傷が疑われる場合は、直ちに輸送業者と MEIKO まで書面で連絡してください。損

傷部品は撮影し、MEIKO にその画像を送信してください。 
 

 
Pos: 19.6 /Überschriften/1.1.1/An forderungen an  den  Au fstellort @ 0\mod_1413879687808 _6.docx  @ 456  @ 3  @ 1  
 

6.1.2 設置場所に関する要件 
Pos: 19.7 /Montage und Transport/Au fstellort/Anforderungen  an den Aufstellort @ 0\mod _1413537193397_6.docx @ 224 @  @ 1  
 

多機能ウォッシャーは、納品状態または特別装備 (オプションの凍結排出機構) 搭載での

み耐霜性があります。 

周囲温度が 0ºC 未満の場所に多機能ウォッシャーを設置する場合、水流用コンポーネン

ト (ポンプ、電磁弁、ボイラー等) の損傷の原因となる可能性があります。 

• 保管場所および設置場所が常に不凍状態であることを確認してください。 

 

作業領域は、水を使用することによりスリップの危険が生じます。 

• 取付け後は、一般/地域の安全規則に基づいて、作業領域はスリップ止フロアを装備

してください。 
Pos: 19.9 /Überschriften/1.1.1/An forderungen an  den  Abwasseranschluss @ 0\mod_1413879639379 _6.docx  @ 454  @ 3  @ 1  
 

6.1.3 排水接続部の要件 
Pos: 19.10 /Montage  und  Transport/Abwasseranschluss/Anforderungen  an den Abwasseranschluss_mit _Laugenpumpe @ 4\mod_1520259145992 _6.docx  @ 99367 @  @ 1  
 

排水ラインに排出ポンプが内蔵されています。 

• ドレンホースを現地の排水ラインに接続します。 

• 多機能ウォッシャーの使用に応じて、一般/地域の規制に基づいた油脂セパレータ―

を用意します。 

• GiO モジュールを装備した多機能ウォッシャーの場合、最大排水高を遵守する必要

があります (寸法図を参照)。 
Pos: 19.11 /Überschrift en/1.1.1/An forderungen an  den  Frischwasseranschluss @ 0\mod_1413879728111_6.docx @ 458 @ 3  @ 1  
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6.1.4 真水接続部の要件 
Pos: 19.12 /Montage  und  Transport/Frischwasseranschluss/Anforderungen  an den Frischwasseranschluss_Freier Auslauf Typ AA oder  AB @ 4\mod _1520259740855 _6.docx @ 99451  @  @ 1  
 

新鮮水接続部とそのコンポーネントは、EN 1717 / DIN 1988-100 等の地域の規定に従っ

て実装してください。新鮮水は、微生物学的観点から飲料水質を有している必要がありま

す。この条件は処理水にも適用されます。 

基本使用の多機能ウォッシャーは、フリーの流水口(EN または EN 準拠のタイプ AA また

は AB)を備えています。SVGW(スイス)およびその他の国では、機械のバージョンに応じ

て、接続ホースに加えて少なくとも I/O タイプの安全装置が一台必要です。設置コンポー

ネントおよび材料は、現地の規則に従って適切に承認されている必要があります。多機能

ウォッシャーの真水ラインにはバルブが統合されています。下部フレームのボトムトレイ内

にある漏水スイッチとともに、機械下部で漏れが発生すると真水供給が中断される構造が

確保されています。 

電磁弁の前の真水供給の流れ圧力範囲： 

• GiO モジュール非装備機械： 

0.6～5 bar (60～500 kPa) 

– iO モジュール装備機械：1～5 bar (100～500 kPa) 

 

最大水圧 

• 最大水圧 5 bar (500 kPa) を超過してはいけません。 

正しい水圧を生成するための措置： 

• 最低流量圧力が低すぎる場合は、ブースターポンプで圧力を増加します。 

• 最大圧力が高すぎる場合は、圧力調整器で圧力を制限します。 

さらなる処置： 

• 真水供給網経由で異物の鉄分が侵入しない仕組みが確立されています。他の金属

粒子(銅片等)の侵入も同様です。対応する仕様データは取付け図面に記載されてい

ます。 

• 電磁弁を保護するために、真水供給内でストレーナーを使用します。 

• 装置が長時間使用されていない場合は、接続ライン内を排水し、洗浄した後に運転

開始してください。 

• 古い機械を新しいものに交換する場合は、既存の供給ホースを新しい供給ホースと

交換してください。 
Pos: 19.13 /Überschrift en/1.1.1/An forderungen an  den  elektrischen  Anschluss @ 0\mod _1413879762126_6.docx @ 460 @ 3 @ 1  
 

6.1.5 電気接続に関する要件 
Pos: 19.14 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Str omschlag bei  Arbeiten  an der elektrischen  Anlage @ 0\mod _1413537261623_6.docx @ 226 @  @ 1  
 
 
 
 

 

 

 警告 

感電による生命の危険 

通電した機械の部品との接触は、重度の怪我や死亡事故につながります。 

• 電気装置における作業は、教育訓練された電気専門スタッフにのみ電気技術の規則

に則って行うことが許可されています。 

• 電気作業を行う前に、機械を無電圧状態にしてください。そのためには、現地の電源

遮断装置を「オフ」にし、再入電を防いでください。 
 

Pos: 19.15 /Montage  und  Transport/Elektrischer Anschluss/Elektroschaltplan Au fbewahrungsort Kleinmaschinen @ 0 \mod _1480065620973_6.docx @ 21863  @  @ 1  
 

 

注記 

配線図は、装置の前面パネルの背後にあります。これは装置に取り付けたままにしておく

必要があります！ 

電気接続値が記載された銘板は、前面パネルの内側にあります。 
 

 
Pos: 19.16 /Montage  und  Transport/Elektrischer Anschluss/Elektrischer Anschluss  Teil A  maschinenneutral (1 -4) @ 3\mod_1512463371503 _6.docx  @ 83247 @ 4444  @ 1  
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残留リスク 

感電による生命の危険：機械の通電部に触れると、重傷を負ったり死亡する恐れがありま

す。 

接続作業許可者 

装置は、現地の基準や規制に従って、資格のある電気技師 (認定) が接続する必要があ

ります。 

現場の保護接地導体システム 

機械の電気的安全性は、正しく取り付けられた保護接地導体システムに接続されている

場合にのみ保証されます。この基本的な安全要件が確認されていること。疑わしい場合に

は有資格の電気技師によって自家設備が点検されることが非常に重要です。 

電圧と周波数 

機械は定格板に記載されているデータでのみ操作できます(15 ページの「」の章を参照)。 
Pos: 19.17 /Montage  und  Transport/Elektrischer Anschluss/Netzanschlussleitung/Festanschluss allgemein (5 ) @ 3\mod _1512468828128_6.docx @ 83410  @ 4 @ 1  
 

電源コード/固定接続： 

保護等電位ボンディングによる推奨接続 

機械とその追加装備は、現場の供給ネットワークと現場の保護等電位ボンディングへの固

定電気接続用に設計され、それに応じてテストされており、市販されています。 

三相接続では、5 極の電源接続端子台 (L1、L2、L3、N、PE) を使用します。 

非中性線 (N) の電源供給：三相接続では、4 極電源接続端子台 (L1、L2、L3、PE) を使用

します。 

ケーブル色：通電線 L1 = 黒/1、L2 = 茶/2、L3 = グレー/3、中性線 N = 青/4、保護線 PE 

= 緑/黄 

 

保護等電位ボンディングなしの代替接続 

オペレーターは、専門の電気技師と協力して現場での電気エネルギー供給への接続を実

現するために、独自の判断と責任で決定することができます： 

1. 保護等電位ボンディングなしの固定接続 

2. EN 60309 準拠のプラグ接続 (CEE プラグ接続) 

 

注記 

10 mA を超えるリーク電流では、RCD/FI の使用は推奨されません。誤ってトリガーする

と、機械の可用性が制限されます。 

MEIKO は、機械の不適切な接続による損害に対する一切の責任を明確に排除します。 

これには、クレームの処理等、結果として必要なサービスに関連した費用も含まれます： 

• トリガー発生の RCD/FI 

• 保護接地線の一貫性が失われた場合の電源の自動切断 (EN 60204-1、8.2.8.c 章) 
Pos: 19.18 /Montage  und  Transport/Elektrischer Anschluss/Bauseitige Netztrenneinrichtung  und  Absicherung  (6) @ 3\mod_1512463632807 _6.docx  @ 83301 @ 44 @ 1  
 

現場の電源遮断装置 

電源ケーブルは規則に従って固定し、現地の電気設備にはロック可能な電源遮断装置を

取り付けてください。 

三相の非接地中性線 (N) の場合、4 極 (交流の場合 2 極) の電源遮断装置を装備する必

要があります。 

非接地中性線 (N) の場合、4 極の電源遮断装置を使用します。電源コードは、H07RN-F

ケーブルよりも軽量ではなく、耐油性のある被覆されたフレキシブルケーブルである必要

があります。 
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現場のヒューズ保護 

機械は定格板に記載されている定格電流に従ってヒューズ保護されている必要がありま

す。電気関連の接続は、別個にヒューズ保護した回路 (最終回路) として保護する必要が

あります。接続の種類に注意してください！ 
Pos: 19.19 /Montage  und  Transport/Elektrischer Anschluss/Zusatz elektrische Absicherung v on U 500 M2 und H 500 M2 (6a) @ 5\mod_1523945837185 _6.docx  @ 102577 @  @ 1  
 

DIN EN 61000-3-11 に基づく電圧変化、電圧変動、およびフリッカの制限に関する要件

は、TopClean 60 の場合、100 A 以上の電源の連続電流容量があるという条件で満たされ

ています。 
Pos: 19.20 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 19.21 /Module  UPster  U 500 M2/Montage und  Transport/Schutzpotentialausgleich UPster  U (7 ) @ 4\mod _1515586221926 _6.docx @ 89137  @ 4  @ 1  
 

保護等電位ボンディング 

 

 

 

等電位ボンディングのねじは、機械背面の

メディア接続部の領域にあります。 

等電位ボンディングの保護対策と接続は、地域のエネルギー供給会社の規制および地域

の規制に従って実施する必要があります (ドイツでは VDE 0100 パート 540)。機械と既存

の導電性下部構造およびテーブルシステムを現場の等電位ボンディングシステムに統合

します。 
Pos: 19.22 /Überschrift en/1.1/Transport  @ 0\mod_1413880160961 _6.docx  @ 466  @ 2  @ 1  
 

6.2 輸送 
Pos: 19.23 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr  durch  Umkippen  der  Maschine  @ 0\mod_1413535936390 _6.docx  @ 214  @  @ 1  
 
 

 

 警告 

機械の転倒による怪我の危険 

不適切な輸送によって、機械が転倒する場合があります。それにより怪我する可能性が

あります。 

• 輸送作業は、その作業資格のあるスタッフによってのみ実施が許されています。 

• 包装に記載されている安全に関する注意事項を順守してください。 

• 機械は原則的に木製梱包材を使用してのみ輸送を行ってください。 

• 保護手袋と安全靴を着用してください。 

 

Pos: 19.24 /Montage  und  Transport/Transport/Transport_Kleinmaschinen @ 0\mod _1413880188637_6.docx @ 468 @  @ 1  
 

この梱包は、ハンドリフトまたはハンドトラックにて確実かつ安全に輸送できるように設計さ

れています。安全な輸送のために、装置は専用木製木枠で梱包されています。 

 

 

  

• 搬送は慎重に行ってください。 

• 梱包を適切なツールで開けてください。 

• 装置は、輸送終了後に梱包を解いてください。 

 
Pos: 19.25 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 19.26 /Überschrift en/1.1/Montage durchführ en @ 0\mod _1413879815689_6.docx @ 462 @ 2 @ 1  
 

6.3 取付け作業の実施 
Pos: 19.27 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG-Verletzungsgefahr  durch  Umkippen  der  Maschine_Freistehende Aufstellung @ 7\mod _1530869943149 _6.docx @ 115281  @  @ 1  
 

 

 警告 

機械の転倒による怪我の危険 

自立型の設置や安全でない機械の場合、転倒して怪我を負わせる可能性があります。 

• 自立型の設置では、機械を横転させないために恒久的に固定する必要があります。 

• 保護手袋と安全靴を着用してください。 
 
Pos: 19.28 /Warnhinweise/VORSICHT/VORSICHT - Unsachgemäßer Frischwasseranschluss @ 1 \mod _1493796965865_6.docx @ 57321  @  @ 1  
  

 注意 

不適切な真水接続 

給水システムへの非飲料水の再循環 

• 真水接続は現地の法規制に従って有資格者が実施する必要があります。 

 

Pos: 19.29 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG -  Sachschäden  durch Eindringen v on unter Druck stehenden  Medien  @ 1\mod_1493796553206 _6.docx  @ 57294 @  @ 1  
  

注意 

加圧媒体の浸透による物的損害 

• 設置作業の前に真水供給パイプのメインタップを閉じてください。 

• すべての管接続を確認し、しっかり接続されていることを確認してください。 

 

Pos: 19.30 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG -  Sachschäden  durch Dampfaustritt_Türbereich @ 0\mod _1413878550712_6.docx @ 448 @  @ 1  
  

注意 

蒸気の吐出による物的損害 

装置のドア付近から、少量の蒸気が漏れ出ることがあります。それによって近接する家

具がふやけてしまう可能性があります。 

• 近接する家具に防湿対策を講じてください。 

• 可能であれば、過敏な家具が設置されている領域に機械を設置しないでください。 

 

Pos: 19.31 /Montage  und  Transport/Montage  durch führen/Montage  durch führen _Kleinmaschinen  @ 0\mod_1413809604808 _6.docx  @ 438  @  @ 1  
 

 

注記 

取付けは、認定された技術者のみが行うことができます！ 
 

 

取付図の記載に従って取付け作業を行います。 

 

• 水準器で機械の縦横方向を揃えてください。 

• 凹凸の床面の脚部 (1)を調整して平らにします。 

• テーブル接続部は洗剤耐性のあるシーラント (シリコン等) でシールしてください。 

• 安定性をチェックします。 

包装材の廃棄処分については、51 ページの「解体および廃棄処分」の章を参照してくださ

い！ 
Pos: 19.32 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 20 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
 
 
Pos: 21.1 /Überschriften/1/Inbetriebnahme @ 0\mod_1413464630854 _6.docx  @ 87  @ 1 @ 1  
 

7 試運転 
Pos: 21.2 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr durch Betreten  eines Ge fahrenber eichs @ 0\mod_1413547402334_6.docx @ 311 @  @ 1  
 
 

 

 警告 

危険範囲へのアクセスによる怪我の危険 

輸送、取付け、試運転、メンテナンスおよび整備作業の際に、許可を得ていない者が危

険範囲内に立ち止まったり、立ち入ったりすることがあるかもしれません。これは、怪我に

つながることがおそれがあります。 

• 機械における作業および機械を利用した作業は、必ずその作業に関する資格を保持

しているスタッフのみ対応させるようにしてください。 

• 許可を得ていない者に対して、危険範囲を避けるように指示してください。 

• 危険範囲を囲い込んて進入禁止とし、第三者でも認識できるようにしてください。 

• 機械の安全装置の取外しや停止することは禁じられています。 
 

Pos: 21.3 /Überschriften/1.1/Voraussetzungen für die  Inbetriebna hme pr üfen  @ 0\mod_1413887209857_6.docx @ 471 @ 2  @ 1  
 

7.1 試運転に関する前提条件の確認 
Pos: 21.4 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG - Sachschäden  durch  Dampfaustritt_Türbereich @ 0\mod _1413878550712_6.docx @ 448 @  @ 1  
  

注意 

蒸気の吐出による物的損害 

装置のドア付近から、少量の蒸気が漏れ出ることがあります。それによって近接する家

具がふやけてしまう可能性があります。 

• 近接する家具に防湿対策を講じてください。 

• 可能であれば、過敏な家具が設置されている領域に機械を設置しないでください。 

 

Pos: 21.5 /Erstinbetriebnahme/Voraussetzungen  für  die  Inbetriebnahme_Kleinmaschinen  @ 0\mod_1413537073074_6.docx @ 222 @  @ 1  
 

顧客側の前提条件： 

• 保管場所および設置場所が常に不凍状態であること。 

• 本装置周辺の作業領域に、スリップ止フロア材が整備されていること。 

• 電気接続はサイズ表に従っていること。 

• 真水接続はサイズ表に従っていること。 

• 排水接続はサイズ表に従っていること。 
Pos: 21.6 /Überschriften/1.1/Inbetriebna hme durchführen  @ 0\mod_1414585798934 _6.docx  @ 771  @ 2  @ 1  
 

7.2 試運転の実施 
項目: 21.7  /初期稼動/試運転の実施_全般 

 

注記 

運転指導および初回試運転は、認可を受けたサービス技術スタッフによってのみ実施が

許可されています！運転指導を受けた後で、運用者は本装置を使用することができま

す。 

 

機械の試運転時における機械の損傷や致命的な人身傷害を防止するために、以下の点

を必ず順守してください： 

• サプライヤー支給品 (外部水処理器や熱ポンプ等) を点検してください。詳細な情報

は、相応する取扱説明書参照してください。 

• 機械からすべての工具および異物が取り除かれたかどうかを確認してください。 

• 流出した液体が除去されたことを確認してください。 

• すべての安全装置とドアのスイッチ(アンダーカウンター型食洗機の場合)は初期稼働

前に有効にしてください。 

• すべてのネジ接続部が固く締め付けられているか点検してください。 

• GiO モジュール装備多機能ウォッシャーでは、「GiO モジュールの初回試運転証明

書」に従い、指示通りに正しい手順で進めてください。 
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8 運転/操作 
Pos: 23.2 /Überschriften/1.1/Bedientastatur @ 6\mod_1525439223491 _6.docx  @ 106799 @ 2 @ 1  
 

8.1 操作キーボード 
Pos: 23.3 /Module  UPster H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Bedien feld_UPster-U/H 500 M2 @ 3\mod _1512384058362_6.docx @ 82709 @  @ 1  
 

装置には薄膜キーボードが装備されています。ディスプレイは、その時点での洗浄水およ

びすすぎ水の温度を示し、そして情報メッセージとエラーコードを表示します。キーのコント

ロールライトは、スタンバイ状態、有効になっている洗浄プログラム、そして実行中の洗浄

サイクルを示します。 

以下で、ボタンと記号の意味が説明されています。 

 
 

ボタン/記号 意味 

 
オン/オフボタン / プログラム中断 

 

コントロールライト付き洗浄ボタン 

コントロールライトが点灯：洗浄プログラムが実行中 

コントロールライトが点滅：自己センジョウプログラム / 排

出プログラムが実行中 

 

 

コントロールライト付き洗浄プログラムボタン 1 - 3 

コントロールライト 1、2 または 3 が点灯：多機能ウォッシャ

ーの使用準備完了 / 洗浄プログラム 1、2 または 3 が選

択済み 

コントロールライト 1、2 または 3 が点滅：装置が使用準備

完了 

 
実際の洗浄温度 

 
実際の最終すすぎ温度 

 

 
Pos: 23.4 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 23.5 /Überschriften/1.1/Wahl  des richtigen  Reinigers und  Klarspülers @ 0\mod_1413965204691_6.docx  @ 492  @ 2  @ 1  
 

 
Pos: 23.7 /Überschriften/1.1.1/  
 

8.1.1 多機能ウォッシャーを準備する 
Pos: 23.8 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr durch K ontakt mit Chemikalien @ 0\mod _1413539826683 _6.docx @ 260  @  @ 1  
 
 

 

 

 

 警告 

薬剤との接触による怪我の危険 

洗剤およびリンス剤の肌や目の接触、あるいは誤飲は健康被害につながります。 

• 目の保護具を使用してください。 

• 保護手袋を着用してください。 

• 薬剤または薬剤が含まれている水 (洗浄水) を誤飲してしまった場合、直ちに医者の

診察を受けてください。 
 

Pos: 23.9 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 23.10 /Betrieb und Bedienung/Vorbereitung  zum Spülen_Allgemein  @ 4\mod_1515659873709 _6.docx  @ 89445 @  @ 1  
 

取扱説明書を正しく理解せずに装置を使用しないでください。誤操作により、怪我や物的

損害が発生することあります。 

 

1. 給水の準備をしてください。 

 

2. 現地の電源遮断装置をオフにします。 

 

3.  洗剤とリンス剤をチェックし、必要に応じて補充してください(32 ペ

ージの「 
消耗品を補充する」の章を参照)。 

4. 吸引ランスが正しく容器に導入されているか確認してください。 

 

 

注記 

ホースに空気が入ってる場合、自動配分は正常に動作しません。各ラインのエア抜きを

する必要があります(43 ページの「ラインのエア抜き」の章を参照)。 
 

 
Pos: 23.11 /Module  UPster  U 500 M2/Betrieb/Bedienung/Vorbereitung  zum Spülen @ 4\mod _1515568236426 _6.docx @ 88867  @  @ 1  
 

 

5. ドアを開きます。 

 

6. フィルター、タンクカバー網、洗浄システムを挿入します。 

 

7. ドアを閉じます。 

 
Pos: 23.12 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 23.13 /Überschrift en/1.1/Maschine  in Betrieb setzen  @ 0\mod_1485518742628_6.docx @ 35916 @ 2 @ 1  
 

8.2 機械の運転 
Pos: 23.14 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Maschine  in Betrieb  setzen _UPster-H500 @ 3\mod _1512384062356 _6.docx @ 82871  @  @ 1  
 

 装置は閉じており、ラックは入っていません。 

 
1. オン/オフボタンを押します。 

 

装置が充填され、加熱されます。その間、選択された洗浄プログラムのコントロールライ

トが点滅します。運転準備完了までの時間は、供給される水温や設置されているボイラ

ーあるいはタンク加熱出力によって異なります。 

 

運転の準備が完了すると、選択された洗浄プログラムのコントロールライトが点灯したま

まになります。 
 

Pos: 23.15 /Überschrift en/1.1/Spülen  @ 4\mod_1516114436580_6.docx @ 90306 @ 2 @ 1  
 

8.3 洗浄 
Pos: 23.16 /Überschrift en/1.1.1/Spülgut einräumen @ 5\mod_1522921386160 _6.docx  @ 101275 @ 3  @ 1  
 

8.3.1 洗浄対象物を入れる 
Pos: 23.17 /Module  M-iClean  U/Betrieb/Bedienung/Spülgut  einräumen @ 0\mod_1413540163346 _6.docx  @ 267  @  @ 1  
 

 

洗浄対象物をラックに装着する際には、いくつかの基本的な事項にご注意いただく必要があり

ます: 

TopClean 60 
Pos: 23.17 /Module  M-iClean  U/Betrieb/Bedienung/Spülgut  einräumen @ 0\mod_1413540163346 _6.docx  @ 267  @  @ 1  
 

 
 

 

水が溜まってしまう形状の容器は、必ず開口部を下向き

にして入れます。さもないと、洗浄対象物から水が流れ

出ず、つや出し乾燥が不可能になります 

洗浄対象物を重ね合わせてラックに入れないでください。

洗浄水が洗浄対象物へ直接当たらなくなり、洗浄時間が

不要に長くかかる要因となります。ラックにあまり入れす

ぎずに短時間で洗浄するとより経済的です 
 

Pos: 23.18 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 23.19 /Überschrift en/1.1.1/Spülprogramm wählen  @ 5\mod_1522921485175_6.docx @ 101304  @ 3 @ 1  
 

フェイスマスク用 TopClean 60 (特殊アプリケーション): 
Pos: 23.17 /Module  M-iClean  U/Betrieb/Bedienung/Spülgut  einräumen @ 0\mod_1413540163346 _6.docx  @ 267  @  @ 1  
 

 

 

 

マスク用には特別に調整されたラックがあります。これ

に応じて、マスクや小型部品をラック内の特別に規定さ

れた位置に装着します 

 

 
Pos: 23.18 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 23.19 /Überschrift en/1.1.1/Spülprogramm wählen  @ 5\mod_1522921485175_6.docx @ 101304  @ 3 @ 1  
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8.3.2 洗浄プログラムを選択する 
Pos: 23.20 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Spülprogramm wählen _UPster-H500 @ 3\mod _1512384063806 _6.docx @ 82952  @ 4  @ 1  
 

 

1. 希望の洗浄プログラムボタンを押します。 

プログラム稼働中は洗浄槽のドアはロックされています。 

 
選択された洗浄プログラムのコントロールライトが点灯します。 

 
 

洗浄プログラム 意味 洗浄物 

 

ショートプログラム – 

洗浄プログラム I 

汚れのわずかな洗浄物 

 

標準プログラム – 洗浄

プログラム II 

一般的な汚れの洗浄物 

 

水交換プログラム – 洗

浄プログラム III 

汚れのひどい洗浄物 

プログラム内容 

機種タイプ、電気的接続および水接続に応じて、プログラム内容は異なります。プログラム

内容は以下の表に記載されています。 

 
 
Pos: 23.21 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 23.22 /Module  UPster  U 500 M2/Betrieb/Bedienung/Spülprogramme Tabellen @ 4 \mod _1515568234881_6.docx @ 88786  @ 4 @ 1  
 

プログラム表 TopClean 60 
 

洗浄プログラム 

番号 

規定値 

ボイラー温度 

規定値 洗浄時間 

洗浄 合計 

 [°C] [秒] [秒] 

1 83 71 90 

2 83 101 120 

3 83 221 240 

4 65 71 90 

5 83 141 160 

6 83 161 180 

7 83 191 210 

8 83 341 360 

9 65 101 120 

10 65 141 160 

11 65 161 180 

12 65 191 210 

13 65 221 240 

14 65 341 360 

15 85 71 90 

16 85 101 120 

17 85 141 160 

18 85 221 240 

19 85 341 360 

20 83 251 270 

21 83 281 300 

22 83 311 330 

23 83 341 360 

24 83 371 390 

25 83 401 420 

26 83 431 450 

27 83 461 480 

28 83 491 510 
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29 83 521 540 

30 83 71 90 (WW) 

31 83 101 120 (WW) 

32 83 131 150 (WW) 

33 83 161 180 (WW) 

34 83 191 210 (WW) 

35 83 221 240 (WW) 

36 83 251 270 (WW) 

37 83 281 300 (WW) 

38 83 311 330 (WW) 

39 83 341 360 (WW) 

40 83 371 390 (WW) 

 

WW = 水交換プログラム Pos: 23.23 /Module UPster U 500 M                         

フェイスマスク用 TopClean 60 のプログラム表 

洗浄プログラム 

No. 

ボイラー温度の  

設定値 

洗浄時間の設定値 

洗浄 合計 

 [°C] [秒] [秒] 

 

化学熱消毒プロセス 
 

1 59 335 360 

2 59 515 540 

3 59 655 720 (温水) 

 

A0 制御システムによる消毒プロセス 
 

23 83 341 360 

27 83 461 480 

39 83 341 450 (温水)                      2/Betrieb/Bedienung/Hinweis Klarspüler bleibt konstant @ 4\mod_1516097998129_6.docx @ 90197 @  @ 1  

 

注記 

水の中のリンス剤の濃度は一定です。すすぎ時間を変更すると、それに応じてリンス剤の投入量

が変わります。 
 

Pos: 23.24 /Überschrift en/1.1.1/Spülvorgang starten  @ 5\mod_1522921673805_6.docx  @ 101333  @ 3 @ 1  
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8.3.3 洗浄プロセスを開始する 
Pos: 23.25 /Module  UPster  U 500 M2/Betrieb/Bedienung/Spülvorgang starten  @ 4\mod_1515568235349 _6.docx  @ 88813  @  @ 1  
 

 

1. 洗浄対象物を事前に除去します。 

 

2. 洗浄対象物をラックに入れます。 

 

3. ドアを開きます。 

 

4. ラックを多機能ウォッシャーに装着します。 

 

5. 正しいプログラムが設定されていることを確認します(28 ページの「洗浄プログラムを

選択する」の章を参照)。 

 

6. ドアを閉じます。 

 

7. 洗浄ボタンを押します。 

 

 

 

洗浄ボタンのコントロールライト付き洗浄ボタンが点灯します。装置は自動で洗浄を行

い、プログラムが終了するとオフになります。 

ボイラーおよびタンク水を必要な温度まで加熱するのにプログラムサイクルタイムが十

分でない場合、洗浄時間は設定されたプログラムサイクルタイムとは異なる場合があり

ます。この場合には、自動洗浄時間延長が有効になります。つまり、装置は必要な温度

に達するまで稼働し続けます(ただし最長で 5 分間)。 
 

Pos: 23.26 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  

 

 
注意！ 

 

洗浄プログラムが開始し、プログラム終了まで全自動運転します。 

プログラム稼働中は洗浄槽のドアはロックされています！ 
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Pos: 23.27 /Überschrift en/1.1.1/Spülgut a usräumen @ 5\mod _1522921792900 _6.docx @ 101362 @ 3  @ 1  
 

8.3.4 洗浄対象物を取り出す 
Pos: 23.28 /Warnhinweise/VORSICHT/VORSICHT - Verbrennungs-/Verbrühungsge fahr durch heißes  Material @ 0\mod_1485527200648 _6.docx  @ 36032 @  @ 1  
 
 
 

 

 注意 

高温の洗浄水、洗浄対象物および機械部品による火傷の危険 

高温の洗浄水、洗浄対象物および機械部品との接触は、肌の火傷につながります。 

• 保護手袋を着用してください。 

• 必要に応じて、洗浄対象物を取り出す前に冷ましてください。 

• 必要に応じて、機械の部品を触る前に機械を冷ましてください。 

• 所定のハンドルは、開閉のためにのみ使用してください。 
 

Pos: 23.29 /Module  UPster  U 500 M2/Betrieb/Bedienung/Spülgut ausräumen @ 4 \mod _1515586756795_6.docx @ 89165  @  @ 1  
 

 

プログラム終了とともに洗浄ボタンのコントロールライトが消灯し、信号音が鳴ります。 

 

1. ドアを開きます。 

 

2. ラックを注意して取り出します。 

 

 

3. ドアを閉じます。 

 
Pos: 23.30 /Überschrift en/1.1/Spülmaschine  außer Betrieb setzen  @ 5\mod_1522930347256 _6.docx  @ 101420 @ 2 @ 1  
 

8.4 多機能ウォッシャーの使用を停止する 
Pos: 23.31 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Maschine  außer  Betrieb  setzen @ 3\mod _1512631685442 _6.docx @ 84372  @  @ 1  
 

 多機能ウォッシャーは閉じており、ラックは入っていません。 

 

オフボタンを押します。すべてのコントロールライトが消灯します。自己洗浄プログラム、

その後強制排出機機能が開始します。 

 自己洗浄プログラムは、装置の使用を停止するために開始します。 

 

 

 

洗浄ボタンのコントロールライトが点滅します。洗浄水がポンプで排出され、タンク内に

高温の真水が噴射されま。 

処理が完了した後、機械は自動的にオフモードに切り替わります。 

 
プロセスの終了時に機械を洗浄します(49 ページの「 

毎日のクリーニング」の章を参照)。 
Pos: 23.32 /Überschrift en/1.1/Ver brauchsmaterialien au ffüllen  @ 4\mod_1516112136560 _6.docx  @ 90278 @ 2  @ 1  
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8.5 消耗品を補充する 
Pos: 23.33 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr  durch  Kontakt mit  Chemikalien @ 0\mod_1413539826683 _6.docx  @ 260  @  @ 1  
 
 

 

 

 

 警告 

薬剤との接触による怪我の危険 

洗剤およびリンス剤の肌や目の接触、あるいは誤飲は健康被害につながります。 

• 目の保護具を使用してください。 

• 保護手袋を着用してください。 

• 薬剤または薬剤が含まれている水 (洗浄水) を誤飲してしまった場合、直ちに医者の

診察を受けてください。 
 

Pos: 23.34 /Überschrift en/1.1.1/Nachfüllen  der internen Vorratsbehälter @ 0\mod _1442304004830_6.docx @ 1052 @ 3 @ 1  
 

8.5.1 内部ストック容器の補充 
Pos: 23.35 /Module  UPster  U 500 M2/Betrieb/Bedienung/Reinigermangel-Klarspülermangel @ 4\mod_1516190981670_6.docx  @ 90495 @  @ 1  
 

 

   

 リンスザイブソク 洗剤不足 

 
Pos: 23.36 /Module  UPster  U 500 M2/Betrieb/Bedienung/Nach füllen der internen  Vorratsbehälter @ 4\mod_1516111623116 _6.docx  @ 90251 @  @ 1  
 

 

機械はディスプレイに洗剤やリンス剤の欠乏を表示します。内部ストック容器に補充する

必要があります。ストック容器は下部前面パネルの内側にあります。 

1. ハンドル(1)を軽く引き上げて前面パネルを開きます。 

 

推奨注量 

2. 配分のために、計量カップに適切な薬品を入れます。 

最大充填量 TopClean 60 

洗剤 1000 ml 

リンス剤 150 ml 

 

3. 漏斗を使用し、ケミカルが機械のストック容器に一杯になるまで、慎重に満たします。

充填レベルを外から確認します。 

– 青色：リンス剤 

– 透明：洗剤 

4. 漏斗と計量カップをすすぎます。 

5.下部前面パネルを閉じます。 
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os: 23.37 /Überschriften/1.1.1/Austausch  der  externen  Vorratsbehälter @ 0\mod _1484299822236 _6.docx @ 31817  @ 3  @ 1  
 

 

8.5.2 外部ストック容器の交換 
Pos: 23.38 /Module  UPster  U 500 M2/Betrieb/Bedienung/Reinigermangel-Klarspülermangel @ 4\mod_1516190981670_6.docx  @ 90495 @  @ 1  
 

 
  

 リンスザイブソク 洗剤不足 

 
Pos: 23.39 /Module  M-iClean  H/Betrieb/Bedienung/Austausch der  externen  Vorratsbehälter _M-iClean _H @ 1\mod_1489674240429 _6.docx  @ 49145 @  @ 1  
 

 

注記 

洗剤とリンス剤用のストック容器は装置のすぐ側にあります。 
 

 

注記 

ストック容器が空になったことを検出する吸引ランスを使用すると、ディスプレイに洗剤や

リンス剤が不足していることが表示されます。 
 

 

 ストック容器が空。 

 

1. 空の容器から吸引ランスを取り出し、一杯に満たされた容器に入れます。 

 
2. 必要に応じてラインのエア抜きを行います(43 ページの「ラインのエア抜き」の章を参

照)。 
Pos: 23.41 /Überschrift en/1.1.1/@ 5\mod_1522238106725_6.docx @ 100815  @ 2 @ 1  
 

8.6 水交換プログラム (オプション)  
Pos: 23.47 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Wasserwechsel-Pr ogramm-Beschreibung @ 4\mod _1513842164947_6.docx @ 86207 @  @ 1  
 

洗浄プログラムボタンには、水交換プログラムを割り当てることができます。標準設定で

は、水交換プログラムは洗浄プログラムボタン III に割り当てられています。 

装置は通常通りに洗浄と容器の排出を行います。その後、真水によるリンス工程が続きま

す。真水での最終すすぎからの水は、洗浄タンクの充填に活用されます。洗浄ボタンのコ

ントロールライト付き洗浄ボタンが消灯します。 
Pos: 23.48 /Module  UPster  U 500 M2/Betrieb/Bedienung/Wasserwechsel-Pr ogramm_Untertisch @ 4\mod_1515568237206_6.docx @ 88921 @  @ 1  
 

ここでは次のオプションから選択できます。 

 

• ドアを開き、ラックを取り出しドアを閉じます。 

 

 

• 次のプログラムで完全水交換のない場合は、洗浄プログラムボタン I または II を押し

ます。 

 使用準備が完了しました。 

 

 

• ドアを開き、ラックを取り出し、新しいラックを入れ、ドアを閉じ、そして洗浄ボタンを押

します。 

 使用準備が完了し、その後すぐに洗浄プロセスが開始します。 
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• オフボタンを押します。 

 
自己洗浄プログラムとそれに続くタンクとボイラーの排出は、装置の使用を停止するた

めに開始します。 

8.7 トラブル 
Pos: 23.51 /Module  M-iClean  U/Betrieb/Bedienung/Selbsthilfe  bei St örungen  @ 0\mod _1413545971230 _6.docx @ 299  @  @ 1  
 

十分に考慮された構造ですが、容易に解決できる軽度のトラブルは発生する可能性があ

ります。下記には、生じ得るトラブルおよび運用者によって処理できるトラブルシューティン

グについて説明されています。 

ここに説明されている運転トラブルが繰り返し発生する場合は、必ず原因を明らかにしてく

ださい。 

 

よくあるトラブル事例 
 

トラブル 考えられる原因 対策 

多機能ウォッシャーが充填

されない 

水がない 遮断バルブを開く 

ストレーナーが詰まっている ストレーナーをクリーニングする 

ドア/フードが開いている ドア/フードを閉じる 

リンスがスプレーされない 
水がない 遮断バルブを開く 

ストレーナーが詰まっている ストレーナーをクリーニングする 

洗浄物に縞模様やムラが

つく 

リンス剤が適切でない 製品を替える 

投入量が誤っている 投入量を調整する 

水前処理装置が故障している 水前処理装置を点検する 

洗浄タンク内が強く発泡し

ている 

汚れ過ぎている 
前もって洗浄対象物の汚れをとり/タンク水の

交換をより頻繁に行う 

ハンドソープを使用している 

予備洗浄や機械洗浄に泡立つハンドソープを

使用しないでください。泡が立つものは多機能

ウォッシャーの機能障害や洗浄性能の劣化に

つながります。 

洗剤が適切でない 製品を替える 

リンス剤が適切でない 製品を替える 

ドアがロックされたままにな

っている 
停電 

電力供給を再開します。 

プログラムを再開します。 

プログラムが終了するとドアロックが解除され

ます。 

プログラム中断 

すでに開始したプログラムが中

断されました。洗浄槽のドアがロ

ックされたままになっています。 

プログラムを再開します。 

 

ここに記述されていない故障については、一般には、認可を受けた技術者のみが除去す

ることができます。指定の特約店または認可された販売代理店までお問い合わせくださ

い。 
Pos: 23.52 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 23.53 /Überschrift en/1.1.1/Meldungen @ 0\mod _1414052183322_6.docx @ 619 @ 3 @ 1  
 

8.7.1 メッセージ 
Pos: 23.54 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Meldungsliste UPster  für  Bediener INFO  @ 3\mod _1512384062683 _6.docx  @ 82898  @  @ 1  
 

 
  

トラブルが発生した場合、トラブルの種類に応じてディスプレイに情報メッセージまたはエラ

ーメッセージ(INFO/ERR)が表示されます。 

• 情報メッセージ(INFO)は洗浄ボタンで確認することができます。原因が除去されたら

(表を参照)、運転を再開できます。 

• エラーメッセージ(ERR)は、ほとんどの場合、認可を受けた技術者が必要になりま

す！ 

 

INFO 説明 考えられる原因 処置/除去 

120 非常プログラム作動中 

• ボイラー /タンクヒーター

なし 

• 真水供給なし 

• 制約付きで作業を継続可能 

• 技術者に連絡してください！ 

121 
ドア/フードが閉じていな

い 

• ドア/フードが開いている 

• I/O 回路基板が故障 

• マイクロスイッチが故障 

• マイクロスイッチが正しく

設定されていない 

• ドア/フードを閉じる 

• 技術者に連絡してください！ 

122 
正しくないパスワード / 

権限がない 

• コードが間違って入力さ

れました 
• コードを再入力する 

123 
出荷時設定パラメータリ

スト 
• 供給電圧のオン/オフ 

• オペレータによる介入は不要 

• メッセージは 5 分後に消えます 

126 メンテナンスが必要 

• 設定された稼動時間 

(P 122) またはバッチ数 

(P 123) に達しました 

• 作業継続可能 

• 技術者に連絡してください！ 

420 
リンス剤不足 (内蔵型不

足検出機能の場合) • ストック容器が空 

• 吸入ランスが正しく挿入

されていない 

• 空のストック容器を交換する 

• 吸入ランスを点検する 

• 必要に応じて、 ラインをエア抜きする 520 
洗剤不足 (内蔵型不足検

出機能の場合) 

 
Pos: 23.55 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 23.56 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Meldungsliste UPster  für  Bediener ERROR @ 4\mod_1515147562457_6.docx @ 86937 @  @ 1  
 

ERR 説明 考えられる原因 処置/除去 

001 EEPROM エラー 

• EEPROM  

– – 使用されていない/故障 

– 挿し込み間違い 

– 正しくないデータ/空 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 

111 ソコイタノ ミズモレ • 漏れがある 
• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 

117 ドアがロックされない • ストロークマグネットのピンが正 

 しくストップに入っていない 

• ストロークマグネット磁気コイル 

 の故障 

• ドアロッククエリが異常です 

• ピン を点検する 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 

201 
最初の充填時に所定のボイラーレ

ベルに達しない (内蔵型水圧ブー

スターポンプの場合) 

• 真水供給不足（蛇口が閉じている） 

• 水注入ホースの折れ/外れ/漏れ 

• 水の供給を点検する 

• 水注入ホースを点検する 
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ERR 説明 考えられる原因 処置/除去 

202 
充填時に所定のボイラーレベルま

で適時に達しない (内蔵型水圧ブ

ースターポンプの場合) 

• 供給ストレーナーの汚れ 

• 電磁弁の故障 

• ボイラースイッチの故障 

• プレフィルター/ストレーナーを

点検し、必要に応じて洗浄する 

• 必要に応じて、 技術者に連絡

してください！ 

203 
排出時、ボイラーレベルスイッチの

切り替えが検出されない (内蔵型

水圧ブースターポンプ) 

• 水圧ブースターポンプの故障 

• プラグ接続部(水圧ブースターポンプ

など)の外れ 

• 供給部圧縮機の故障 

• ボイラーレベルスイッチの故障 

• 水圧ブースターポンプの信号なし - 

I/O ボードから 

• ボイラーが一杯の信号なし - I/O ボ

ードから 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 

204 

すすぎ時間の終了後、ボイラーレ

ベルスイッチの切り替えが検出さ

れない (内蔵型水圧ブースターポ

ンプ) 

205 
最長加熱時間後(P310)に所定の

ボイラー温度に達しない 

ボイラーヒーターの故障 / ヒーターエレ

メントのビーズ 

温度センサーの故障、取り付け位置不

良 

• ボイラー保護の故障、ブレーカーが

作動 

• I/O ボードから信号なし 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 

206 洗浄時間延長 

• ボイラーの最終すすぎのための準備

が適時に完了しない (所定の温度ま

たはレベルに達しない) 

• ボイラーヒーターの故障 (ビーズ) 

• 温度センサーの故障 

• ボイラー保護の故障、ブレーカーが

作動 

• I/O ボードから信号なし 

• メッセージを確認すれば作業を

継続可能 

• オペレータの介入なしにプログ

ラムを実行させる 

• 頻繁に発生するときは、技術

者に連絡してください！ 

210 ボイラー温度センサーのショート • センサーの故障 

• センサー位置が正しくない 

• プラグ接続部が正しく接続されてい

ない 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 211 ボイラー温度センサーの中断 

212 
ボイラーの「実測」温度が高すぎま

す (>95°C) 

• 保護接点が粘着している 

• センサーが正しくない /センサーの

故障 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 

301 

タンク充填用吐出切り替え周期数

を超過した 

タンクレベル評価機能で障害が発

生 

• 給水圧が低すぎ 

• 供給ストレーナーの汚れ 

• すすぎノズルの汚れ 

• エアダクトの汚れ 

• レベルライン内のコンデンセート 

• 水注入ホースの折れ/外れ/漏れ 

• 水の供給を点検する 

• 水注入ホースを点検する 

• 水注入ストレーナを洗浄する 

• すすぎノズルを洗浄する 

• 技術者に連絡してください！ 

302 
洗浄プログラムの排水時にタンク

レベル 1 が適時に下回らなかった

(内蔵型排水ポンプの場合) 

• 排出ポンプの吐出量が少なすぎ 

• 排水ポンプの汚れ/故障 

• 作動ホイールの外れ 

• プラグ接続の外れ 

• 供給部圧縮機の故障 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 
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ERR 説明 考えられる原因 処置/除去 

303 
洗浄プログラムの排水時にタンク

レベル 3 が適時に下回らなかった

(内蔵型排水ポンプの場合) 

• タンクレベル評価機能で障害が発生 

• Aquastop が正しく閉じない 

• I/O ボードから信号なし 

304 
最長加熱時間(P314)後に所定の

温度に達しない 

• タンクヒーターの故障/ヒーターエレメ

ントのビーズ 

温度センサーの故障、取り付け位置不

良 

• タンク保護の故障、ブレーカー作動 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 

305 
すすぎ用のボイラーの充填数が不

十分 タンクレベル 2 に達しない 

• 給水圧が低すぎ 

• 供給ストレーナーの汚れ 

• すすぎノズルの汚れ 

• エアダクトの汚れ 

• レベルライン内のコンデンセート 

• 水注入ホースの折れ/外れ/漏れ 

• レベルセンサーの故障 

• プラグ接続部が正しく接続されてい

ない 

• 水の供給を点検する 

• 水注入ホースを点検する 

• 水注入ストレーナを洗浄する 

• すすぎノズルを洗浄する 

• 技術者に連絡してください！ 

306 
最大タンクレベルを上回りました。

タンクレベル評価機能で障害が発

生しています。 

• エアダクトの汚れ 

• レベルライン内のコンデンセート 

• レベルセンサーの故障 

• プラグ接続部が正しく接続されてい

ない 

• 多機能ウォッシャーを空にし、

あらたに充填する 

• 技術者に連絡してください！ 

307 タンクレベルセンサーの故障 

• コネクタプラグの外れ 

• センサーまたは I/O 回路基板の故

障 

• 技術者に連絡してください！ 

310 温度センサーのショート • センサーの故障 

• センサー位置が正しくない 

• プラグ接続部が正しく接続されてい

ない 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 311 温度センサーの中断 

312 
タンクの実測温度が高すぎます 

(>85 °C) 

• 保護接点が粘着している 

• センサーが正しくない /センサーの

故障 

• 作業継続不可能 

• 技術者に連絡してください！ 

 
 
Pos: 23.59 /Überschrift en/1.1/Berechtigungsstufe  ändern  @ 0\mod_1414053952597 _6.docx  @ 623  @ 2  @ 1  
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8.8 管理者レベルの変更 
Pos: 23.60 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Berechtigungsstufe ändern @ 3 \mod _1512730647489_6.docx @ 84734  @  @ 1  
 

ボタン/記号 意味 

 

オン/オフボタン 

プログラミングを開始する 

 

洗浄ボタン 

入力内容を確定し、コードの次の箇所に進む 

 

洗浄プログラムボタン 1 

値を 1 つ高くする 

 

洗浄プログラムボタン 3 

値を 1 つ下げる 

 

 

1. オン/オフボタンを押し、約 3 秒間そのまま保持します。 

 
  

 

2. 必要とする管理者レベルのサービスコードを入力します。 

 
  

 
正しいコードの入力後、希望の管理者レベル(1、4)が左フィールドのデジタルの 1 桁目

に表示されます。入力が間違っている場合は、メッセージ Info 122 が表示されます。 

 

管理者レベル 1 - サービスレベル 

サービスデータの読み込み (サービスコード：10000) 

ユーザーは、サービスデータを表示できます。 

サービスデータの読み込み/変更 (サービスコード 10001) 

ユーザーは、通常動作に必要なすべての機能を実行し、設定することができます。 

 

管理者レベル 4 - 投入システムレベル 

設定の読み込み(サービスコード 40000) 

ユーザーは、投入システムに関連するすべてのパラメータを表示できます。 

設定の読み込み/変更(サービスコード 40044) 

ユーザーは、投入システムに関連するすべてのパラメータを表示/編集できます。 
Pos: 23.61 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 23.62 /Überschrift en/1.1/Service-Ebene @ 4\mod _1515159331779_6.docx @ 86991  @ 2  @ 1  
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8.9 サービスレベル 
Pos: 23.63 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Service-Ebene  @ 3\mod_1513086697262 _6.docx  @ 85619 @  @ 1  
 

コード表示 意味 

 
パラメータを表示します(39 ページを参照)。 

 

すすぎパイプをエア抜きします(43 ページを参

照)。 

 

洗剤パイプをエア抜きします(43 ページを参

照)。 

 
Pos: 23.64 /Überschrift en/1.1.1/Parameter  sichten @ 4\mod _1515159437696 _6.docx @ 87019  @ 3  @ 1  
 

8.9.1 パラメータの表示 
Pos: 23.65 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Parameter sichten @ 4 \mod _1515148908016_6.docx @ 86964  @  @ 1  
 

 
1. 管理者レベル 1 サービスレベル(10000)に切り替えます(38 ページの「 

管理者レベルの変更」の章を参照)。 

 
 

 

 2. エントリ 1–1 を選択します。 

 

3. 選択を確定します。 

 
 

 

 最初のパラメータが表示されます。 

 

4. 洗浄プログラムボタンでパラメータをスクロールし確認します。 

 
サービスレベルは、オン/オフボタンで終了できます。 
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8.9.2 パラメータの表示 

 

パラメ

ータ

番号 

設定オプション としての使用 値の範囲 ユニット 工場初

期設定 

注記 

101 センジョウプログラ

ム 

ボタン 1 

パラメーター 1 .. 50 -  23 洗浄プログラム番号をボタン 1 に

割り当ててください 

配列は設定可能です 

102 センジョウプログラ

ム 

ボタン 2 

パラメーター 1 .. 50  - 27 洗浄プログラム番号をボタン 2 に

割り当ててください 

配列は設定可能です 

103 センジョウプログラ

ム 

ボタン 3 

パラメーター 1 .. 50 -  39 洗浄プログラム番号をボタン 3 に

割り当ててください 

配列は設定可能です 

104 リンスザイ 

配分量 

パラメーター 0.10 .. 1.00 ml/L 水 0.2 値はリンス液容器のラベルに記

載されています（水質に依存） 

105 センザイ 

配分量 

パラメーター 0.1...20.0 ml/L 水 2.0 値は洗剤容器のラベルに記載さ

れています（硬度に依存） 

106 コウド パラメーター 0 .. 50 ºdH 0 硬さの度合いに応じた二回の再

生間の軟水量 

107 ブザーのオン/オフ パラメーター 0/1 - 1 音響による完了通報のオン/オフ 

108 空状態の表示モー

ド 

パラメーター 0/1 -   空状態の表示 

0: INFO 420, 520 による 

1：特殊文字の出力 

109 部分/ 完全脱塩さ

れていますか? 

パラメーター 0,1,2 -   部分/完全脱塩されていますか? 

0: いいえ 

1: ブブンダツエン (TE) 

2. カンゼンダツエン (VE) 

110 カートリッジタイプ

別硬性リットル 

パラメーター  0 .. 250 1000 L  カートリッジ容量に到達時 (硬性リ

ットル/硬度)「カートリッジ交換して

ください」 

(INFO 725)と表示されます (TE の

み) 

111 全運転時間の表示 表示 5 桁 時間  運転時間、クエリのみ 

112 洗浄サイクル合計

数 

表示 5 桁 -  洗浄サイクル /投入、クエリのみ 

113 最後のリセット以降

の洗浄サイクル数 

表示 5 桁 -  洗浄サイクル /投入、リセット可能 

114 シリアルナンバー 表示 8 桁 -  出荷時設定値の表示が可能です 

115 カートリッジ残容量

状態 

表示 0 .. 100 %  部分/完全脱塩の場合のみ： 

TE：値の単位は % 

VE：100 = OK;  

0 = 交換 
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パラメ

ータ

番号 

設定オプション としての使用 値の範囲 ユニット 工場初

期設定 

注記 

119 IR 通信 パラメーター 0/1 - 1 IR インターフェイス経由の通信を

ブロックすることができます(0) 

120 出荷時設定サービ

スパラメータを読込

む 

パラメーター 0/1 - 0 電源リセットオフ/オン後初めて効

果があります。 

注意！サービスパラメータの変更

はすべてリセットされます。 

電源リセットは 5 分以内に実施さ

れなければなりません。そうしな

いと出荷時設定は読み込まれま

せん。 

電源リセットなしの場合 Info 123

が表示され続けます。 

201 ジドウセンジョウキ

ノタイプ 

パラメーター 1 - 9 -  6 1: FV 40.2 / FV 60.2 / FV28 

GiO-M 

2: FV 130.2 / FV 250.2 / DV 

270.2 

3: DV 80.2 / DV 200.2 

4: DV 120.2 / DV 125.2 / 

DV 200.2PW 

5: FV 70.2D / FV 40.2TL / 

TopClean60 

6: FV 130.2 TL / FV 250.2 TL / 

DV 270.2 TL 

7: DV 80.2 TL / DV 200.2 TL 

8: DV 120.2 TL / DV 125.2 TL / 

DV 200.2 TL PW 

注意! 配列リストと自動装置シー

ケンスのみ変更します - パラメー

タは変更しません 

202 規定温度タンク パラメーター 10 ... 80 

(50 .. 176) 

°C/°F 74 一台の装置では洗浄プログラム

のすべてについて共通です! 出力

は定義に依存します 

203 予洗時間 パラメーター 0 ... 8 秒 0 予洗プロセスステップを参照 

204 リンス時間 パラメーター 4 ... 30 秒 5 

 

5: FV 40.2/TopClean 60 

6: FV 60.2 

加圧用ポンプの制御時間 

（P306 によって実行時間は限定さ

れています!!） 
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パラメ

ータ

番号 

設定オプション としての使用 値の範囲 ユニット 工場初

期設定 

注記 

205 モード表示 パラメーター 0 .. 8 - 1 無電位接点は次のときにオンに

なります 

0 - 情報なし 

1 - 充填/加熱、洗浄スタンバイ/

洗浄、排水 

2 - 充填/加熱、洗浄スタンバイ/

洗浄 

3 - キュウスイ/カネツ 

4 - 洗浄スタンバイ 

5 - 洗浄 

6 - 排水 

7 - エラー 

8 - 自動装置オフで排水の状態

になっていない 

9 - 未使用 

10– 自動装置がオフではない 

211 微調整 リンス時間 パラメーター 0.0..0.9 秒 0.7 0,7: FV 40.2/TopClean 60 

0,5: FV 60.2 

P204 の小数点以下の桁 

218 リンスザイブソク パラメーター 0/1  0 監視 表示 

219 センザイブソク パラメーター 0/1  0 監視 表示 

224 セイギョモード 

リンスザイポンプ 

パラメーター 0 .. 4 - 1 リンス液ポンプの制御定義： 

0 – リンス液ポンプ = 0; 制御なし 

1 – リンス液ポンプ; ü 計算実行時

間で制御 

2 – リンス液ポンプ = 加圧用ポン

プ; 加圧用ポンプとして制御 

3 – リンス液ポンプ = 洗浄ポンプ; 

洗浄ポンプとして制御 

4 - 空き 

225 制御モード 洗剤ポ

ンプ 

パラメーター 0 .. 4  4 洗剤ポンプの制御定義 : 

0 – 洗剤ポンプ; 制御なし 

1 – 洗剤ポンプ; 計算実行時間で

制御 

2 – 洗剤ポンプ = 加圧用ポンプ; 

加圧用ポンプとして制御 

3 – 洗剤ポンプ = 洗浄ポンプ; 

洗浄ポンプとして制御 

4 – オプション バキューム注量に

よる洗剤ポンプ 

228 EW はありますか? パラメーター 0/1 - 0 水の脱ミネラル装置が内蔵されて

いる場合値を 1 に設定します 
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パラメ

ータ

番号 

設定オプション としての使用 値の範囲 ユニット 工場初

期設定 

注記 

240 設定データの出荷

時設定を読込む 

パラメーター 0/1 - 0 電源リセットオフ/オン後初めて効

果があります。 

注意！サービスパラメータの変更

はすべてリセットされます。 

電源リセットは 5 分以内に実施さ

れなければなりません。そうしな

いと出荷時設定は読み込まれま

せん。 

電源リセットなしの場合 Info 123

が表示され続けます。 

241 A0-値 パラメーター 0 …60 - 60 消毒自動装置番号 5～9 につい

てのみパラメータ 201 

321 KP ノハンソウセイ

ノウ 

パラメーター 0.1 ...10 L/時 1.3 リンスザイポンプ 

性能の定義 

322 RP ノハンソウセイ

ノウ 

パラメーター 0.1 ...20 L/時 8.5 センザイポンプ 

性能の定義 

326 リンスザイノ エアヌ

キジカン 

パラメーター 0 ... 255 秒 200 供給ラインをエア抜きするため、

配分ポンプ リンス液を時間で制

御します 

327 センザイノ エアヌ

キジカン 

パラメーター 0 ... 100 秒 0 供給ラインをエア抜きするため、

洗剤 配分ポンプを時間で制御し

ます 

347 消毒-温度 パラメーター 10 ...80 °C/°F 0 消毒自動装置番号 5～9 につい

てのみパラメータ 201 

348 消毒停止時間 パラメーター 0 ...900 秒 0 消毒自動装置番号 5～9 につい

てのみパラメータ 201 

 

 

 
 
 
Pos: 23.67 /Überschrift en/1.1.1/Entlüften  der  Leitungen @ 4 \mod _1515159725525_6.docx @ 87075  @ 3 @ 1  
 

8.9.3 ラインのエア抜き 
Pos: 23.68 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Entlüften  der Leitungen  @ 3\mod_1512998774133 _6.docx  @ 85479 @  @ 1  
 

空気が配分装置から吸引された場合は、洗剤およびリンス剤ラインのエア抜きを行う必要

があります。これは、運転中にストック容器が完全に空になる、または吸引ランスの一つが

容器の底部に導入されなかった場合に発生します。 

 

 
1. 管理者レベル 1 サービスレベル(10000)に切り替えます(38 ページの「 

管理者レベルの変更」の章を参照)。 

 
  

 
2. 洗剤パイプのエア抜きにはエントリ 1-2 を、すすぎパイプの場合はエントリ 1-3 を選

択します。 

 

3. 選択を確定します。 
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各ラインのエア抜きが実行され、残り時間が秒単位で表示されます。必要に応じてエア

抜きを繰り返してください。 

 
エア抜きはオン/オフボタンで中止できます。 

Pos: 23.72 /Überschrift en/1.1/Dosiertechnik-Ebene  @ 4\mod_1515159823965 _6.docx  @ 87131 @ 2  @ 1  
 

8.10 投入システムレベル 
Pos: 23.73 /Module  UPster  H 500 M2/Betrieb/Bedienung/Dosiertechnik-Ebene @ 4\mod _1513237917417_6.docx @ 85814  @  @ 1  
 

 

1. 管理者レベル 4 投入システムレベル(40000 または 40044)に切り替えます(38 ページ

「 

管理者レベルの変更」の章を参照)。 

 投入システムに関連するパラメータが表示され、変更できます。 

 

コード表示 意味 調整範囲 

P104 リンス剤の配分量 0.10～1.00 ml/L 

P105 洗剤の配分量 0.10～20.0 ml/L 

P218 リンスザイブソク 1/0 = 表示のオン/オフ 

P219 洗剤不足 1/0 = 表示のオン/オフ 

P224 リンス剤投入ユニットの制御モード 

0 = 制御なし 

1 = 計算された実行時間分制御する 

2 = リンス剤投入ユニットと同様に制御 

3 = 洗浄ポンプと同様に制御 

P225 洗剤投入ユニットの制御モード 

0 = 制御なし 

1 = 計算された実行時間分制御する 

2 = リンス剤投入ユニットと同様に制御 

3 = 洗浄ポンプと同様に制御 

P321 リンス剤投入ユニットの供給能力 0.10～10 L/h 

P322 洗浄ポンプの供給能力 0.10～20 L/h 

P326 すすぎパイプのエア抜き時間 0～255 秒 

P327 洗浄パイプのエア抜き時間 0～100 秒 
 

Pos: 23.74 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 24 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
 
 
Pos: 25.1 /Überschriften/1/Wartung  und  Reinigung @ 0\mod _1413464742578 _6.docx @ 93 @ 1 @ 1  
 

9 メンテナンスと洗浄  
Pos: 25.2 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Stromschlag bei Arbeiten a n der  elektrischen Anlage @ 0 \mod _1413537261623_6.docx @ 226 @  @ 1  
 
 
 
 

 

 

 警告 

感電による生命の危険 

通電した機械の部品との接触は、重度の怪我や死亡事故につながります。 

• 電気装置における作業は、教育訓練された電気専門スタッフにのみ電気技術の規則

に則って行うことが許可されています。 

• 電気作業を行う前に、機械を無電圧状態にしてください。そのためには、現地の電源

遮断装置を「オフ」にし、再入電を防いでください。 
 

Pos: 25.3 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Stromschlag bei geöffneten  Verkleidblechen @ 0\mod _1413534301952_6.docx @ 186 @  @ 1  
 
 

 

 

 警告 

カバープレートが開けられている場合の感電による生命の危険 

カバープレートなしの機械運転では、通電された部品がアクセス可能状態になっていま

す。これらの部品との接触は、重度の怪我や死亡事故につながります。 

• カバープレートを開ける前に、機械を無電圧状態にしてください。そのためには、現地

の電源遮断装置を「オフ」にし、再入電を防いでください。 

• 機械を再運転する前に、すべてのカバープレートを取り付けてください。 
 

Pos: 25.4 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr durch Betreten  eines Ge fahrenber eichs @ 0\mod_1413547402334_6.docx @ 311 @  @ 1  
 
 

 

 警告 

危険範囲へのアクセスによる怪我の危険 

輸送、取付け、試運転、メンテナンスおよび整備作業の際に、許可を得ていない者が危

険範囲内に立ち止まったり、立ち入ったりすることがあるかもしれません。これは、怪我に

つながることがおそれがあります。 

• 機械における作業および機械を利用した作業は、必ずその作業に関する資格を保持

しているスタッフのみ対応させるようにしてください。 

• 許可を得ていない者に対して、危険範囲を避けるように指示してください。 

• 危険範囲を囲い込んて進入禁止とし、第三者でも認識できるようにしてください。 

• 機械の安全装置の取外しや停止することは禁じられています。 

• ハウジングパーツの取り外し時、また機械内での作業時には、必ず耐切創の保護手

袋を着用してください！ 
 

Pos: 25.5 /Warnhinweise/VO RSICHT /VORSICHT -  Ver brennungs-/Verbrühungsge fahr durch heißes Material @ 0\mod _1485527200648 _6.docx @ 36032  @  @ 1  
 
 
 

 

 高温の洗浄水、食器および機械部品による危険 

高温の洗浄水、洗浄対象物および機械部品による火傷の危険 

高温の洗浄水、洗浄対象物および機械部品との接触は、肌の火傷につながります。 

• 保護手袋を着用してください。 

• 必要に応じて、洗浄対象物を取り出す前に冷ましてください。 

• 必要に応じて、機械の部品を触る前に機械を冷ましてください。 

• 洗浄処理をしている間は、ドアやフードを決して開けないでください。 

• 所定のハンドルは、開閉のためにのみ使用してください。 
 

Pos: 25.6 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 25.7 /Warnhinweise/VO RSICHT /VORSICHT -  Verletzungsge fahr beim  Schließen der Haube_M-iClean  H @ 1\mod _1489735974193 _6.docx @ 49197  @  @ 1  
 

 

 注意 

挫傷する危険 

ドアを閉じるときに体の一部を挫傷する可能性があります。 

• ドアを青いハンドルで閉じます。 
 

Pos: 25.8 /Warnhinweise/VO RSICHT /VORSICHT -  Verletzungsge fahr und Sachschäden  durch  Ablage v on Gegenständen au f der Haube  @ 1\mod _1493800599770 _6.docx  @ 57375  @  @ 1  
 

 
Pos: 25.9 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG - Umweltschäden @ 0\mod _1414576983817_6.docx @ 766 @  @ 1  
 

 

注意 

液体の不適切な廃棄処理による環境汚染 

機械における作業や機械を利用する作業の際に、環境を損なう恐れのある液体 (潤滑

油脂、潤滑オイル、作動油、冷却剤、溶剤を含む洗剤等) が必要となります。これらの液

体の不適切な廃棄処理によって、環境が損なわれる可能性があります。 

• 液体は、常に適切な容器で受け止め、保管して搬送してください。  

• 液体は決して混ぜ合わせないでください。 

• 液体は、利用場所の規定に従って専門的に廃棄処分してください。 
 

Pos: 25.10 /Überschrift en/1.1/Wartungsarbeiten  @ 1\mod_1492002556710 _6.docx  @ 56702 @ 2 @ 1  
 

9.1 メンテナンス作業 
Pos: 25.11 /Wartung und Reinigung/Wartung allgemein_Spülmaschine @ 4\mod _1520328251680 _6.docx @ 99623  @  @ 1  
 

 

注記 

メンテナンス作業は、認可を受けた事業所内の職人あるいはサービス技術スタッフによっ

てのみ実施が許されています。 

GiO モジュールを装備した洗浄・消毒機器でのプレフィルター交換とクリーニング作業は、

訓練を受けた操作スタッフが行います。 

静止状態が 7 か月間以上続いた場合は、逆浸透膜 (GiO モジュール) (オプション) を消

毒します。 
 

 

本装置はクリーニング、ケアおよびメンテナンスの手間が最小限となるように設計されてい

ます。 

本装置が信頼性を保ち、安全かつ持続的に機能することが可能となり、また、衛生や清潔

さを維持するためにも、専門的なケアと保守が不可欠です。 

本装置の寿命を長く保つためには、代理店との間にメンテナンス契約を締結されることを

奨励します。 

 

定期メンテナンスの際は、装置の安全装置が正しく機能するか常に点検してください。 

• 本取扱説明書に規定されているメンテナンス間隔を順守してください。 

• 本取扱説明書に含まれている個別コンポーネントのメンテナンス説明書に注意してく

ださい。 

• 環境に有害な洗浄液は規則に従って廃棄処分してください。 

 

MEIKO は、少なくとも年に 1 回は認証を受けたサービスエンジニアに機械のメンテナンス

を依頼することをお勧めしています。メンテナンスの一環として、DIN VDE 0701-0702 / 

DGUV V3 に準拠して電気的安全性の検査も行われます。摩耗部品の検査が行われ、必

要であれば交換されます。また、機械も検査されます。 
Pos: 25.12 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 25.13 /Überschrift en/1.1/Wartungstabelle @ 0\mod _1414069514052 _6.docx @ 705  @ 2 @ 1  
 

9.2 メンテナンス表 
Pos: 25.14 /Module  UPster  U 500 M2/Wartung  und  Reinigung/Wartungstabelle @ 4\mod _1515581155636 _6.docx @ 89056  @  @ 1  
 
 

 

注記 

メンテナンス作業は、MEIKO の認可を受けたスタッフのみが行ってください！ 
 

メンテナンス作業 

目視点検 

点
検

済
み

 

洗
浄

済
み

 

交
換

済
み

 

メンテナンス

仕様 

1. 電気系の設置 

すべてのネジ接続を締め (加熱コンタクタ、制御ヒューズ等)、プラグ/クランプの接続

を点検するる 
   毎年 

すべての電気機器 (スイッチ、ライン、コネクタ等) の目視検査    毎年 

タンク加熱とボイラー加熱を点検する    毎年 

2. ポンプ 

ポンプに漏れや目に見える損傷がないか点検する    毎年 

ポンプの作動音と機能を点検する    毎年 

3. 洗浄タンク、洗浄システムおよびすすぎシステム 

洗浄アームおよびすすぎアームの機能点検と目視での確認    毎年 

洗浄アームのシールを交換する    毎年 

エアトラップタンクを点検し、必要に応じて洗浄する    毎年 

タンクレベルコントロールに漏れがないか点検する    毎年 

ストレーナーとフィルターを点検する    毎年 

ラックホルダーに損傷がないか点検する    毎年 

洗浄システムとすすぎシステムに漏れがないか点検する    毎年 

タンク内の水位を点検する    毎年 

4. ケース 

ケース、タンク、パネルの損傷および機能を点検する    毎年 

5. 真水装置 

バルブを点検し、ダートトラップをクリーニングする    毎年 

レベルコントロール/ボイラーのエアトラップに漏れがないか点検する    毎年 

ボイラー、ホース、クランプ、プラスチック部品の漏れを点検する    毎年 

タンクレベルコントロールに漏れがないか点検する    毎年 
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メンテナンス作業 

目視点検 

点
検

済
み

 

洗
浄

済
み

 

交
換

済
み

 

メンテナンス

仕様 

6. 排水装置 

換気バルブのフラップを交換する    毎年 

空にする時にポンプ動作を点検する    毎年 

ポンプ、ホースの漏れを点検する    毎年 

7. 洗剤投入 

ぜん動ホースと対応するノズルのパッキンを交換する    毎年 

洗剤投入システムの機能と漏れを点検する    毎年 

8. リンス剤投入 

ぜん動ホースと対応するノズルのパッキンを交換する    毎年 

リンス剤投入システムの機能と漏れを点検する    毎年 

9. 機械全体の機能点検と試運転 

使用準備完了まで充填と加熱を点検する    毎年 

機械全体の漏れの目視検査    毎年 

テスト洗浄とクリーニング結果を確認する    毎年 

新スタッフへの簡単な説明    毎年 

10. オプション 

 統合された逆浸透システム (使用している場合) 

システム全体の漏れの目視検査    毎年 

プレフィルターの交換    半年毎 

濃縮ラインのスロットルと細目ストレーナーインサートを点検する    毎年 

濃縮ドレンの機能と沈殿物の有無を点検する    毎年 

別のプロトコル"初期稼働の証明書"に記入する    毎年 

 部分脱塩 (TE)/完全脱塩 (VE) (使用の場合) 

機能点検    毎年 

11. 水質、温度 

水道水  °C °dH °KH µS/cm    毎年 

水処理後の水質 (使用の場合) °C °dH µS/cm    毎年 

12. 電気的安全性の点検 (証明書発行はオプション) 

目視点検の実施    毎年 

保護接地線のチェック    毎年 

絶縁抵抗の測定    毎年 

保護接地導体電流の測定    毎年 
Pos: 25.16 /Überschrift en/1.1/Tägliche Reinigung @ 0\mod_1414069384599_6.docx @ 699 @ 2  @ 1  
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9.3 毎日のクリーニング 
Pos: 25.17 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG -  Sachschäden  durch Wassereintritt @ 0 \mod _1413534582807_6.docx @ 192 @  @ 1  
 
 

 

注意 

水の混入による物的損害 

電気ケーブルおよび電子部品に水が接触すると、損傷する可能性があります。 

• 多機能ウォッシャー、制御キャビネットまたはその他の電子部品に、決して用水ホー

スや高圧洗浄機で水を吹付けないでください。 

• 水が誤って機械本体に混入しないように確保してください。 

• 地上階に設置する場合、決して周囲の部屋など水浸しにしないようにしてください。 
 

Pos: 25.18 /Module  UPster  U 500 M2/Wartung  und  Reinigung/Tägliche Reinigung @ 4\mod_1515581154887_6.docx  @ 89029 @  @ 1  
 

 

注記 

装置の予備洗浄や洗浄に泡立つハンドソープを使用しないでください。泡が立つものは機

能障害や洗浄性能の劣化につながります。 
 
 

 
機械が空になりました(31 ページの「多機能ウォッシャーの使用を停止する」の章を参

照)。 

 

1. ドアを開きます。 

 

 

 
2. タンクカバー網、フィルター、上下の洗浄システムを取り外します。洗浄する部品は色

が青であるか、青いハンドルが付いています。  

 

3. すべての食物残渣、タンク、タンクヒーターエレメントやストレーナーにくっ付いた残留

物をブラシで取り除いてください。 

4. 洗浄アームとすすぎアームを取り出し、流水で十分に濯いでください。その際、ノズル

に注意してください！ 

5. 流水でフィルターを洗浄します。 

 6. すべての部品を逆の順序に再び取り付けてください。 
 

Pos: 25.19 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
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Pos: 25.20 /Überschrift en/1.1/Reinigung  der Edelstahlflächen @ 0\mod _1414069446685 _6.docx @ 701 @ 2 @ 1  
 

9.4 ステンレススチール表面のクリーニング 
Pos: 25.21 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG -  Sachschäden  durch unsachgemäße Reinigung  @ 0\mod _1414503787916 _6.docx  @ 742  @  @ 1  
  

注意 

不適切なクリーニングによる物的損害 

ステンレス製部品のクリーニングに不適切な洗剤やケア製品、並びにクリーニング用品

を使用した場合、機械の損害、異物付着あるいは着色が生じてしまう可能性がありま

す。 

• 決して刺激性洗剤や研磨剤は使用しないでください。 

• 決して塩酸や塩素系漂白剤を含む洗剤は使用しないでください。 

• ステンレスではないものに一度使用されたクリーニング用品を使用しないでください。 

 

Pos: 25.22 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG -  Sachschäden  durch aggressive äußere Ein flüsse @ 0\mod_1414504556991_6.docx  @ 744  @  @ 1  
  

注意 

強力な洗剤による物的損害 

刺激性の強い洗剤やケア製品が機械周囲で使用される場合、それが気化することによ

って機械に損害を与える可能性があります。 

• 洗剤およびケア製品が直接機械と接触することのないようにしてください。 

• 刺激性の強い洗剤 (例えば刺激性タイル用洗剤等) を周囲環境のクリーニングに使

用しないでください。 

• 製品包装上にある注記に留意してください。 

• もし不安が残るようであれば、使用する前にこの製品の提供者に情報をお求めくださ

い。 
Pos: 25.23 /Wartung und Reinigung/Pflege  der Edelstahlflächen @ 0\mod _1413545111521_6.docx @ 287 @  @ 1  
 

ステンレススチール表面は、必要に応じてステンレスに適する洗剤やケア製品でクリーニ

ングすることをお勧めします。  

• 軽く汚れている部品は柔らかく、必要に応じて湿らせた布あるいはスポンジでクリーニ

ングします。鉱物質除去水のみを使用して湿らすことをお勧めします。 

• 水垢の跡を防ぐために、クリーニング後に表面を拭き取って、完全に乾燥させくださ

い。 
Pos: 25.24 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 25.25 /Überschrift en/1.1/Entkalkung @ 0\mod_1414069486555_6.docx @ 703 @ 2  @ 1  
 

9.5 スケール除去 
Pos: 25.26 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr  durch  Kontakt mit  Säure @ 0\mod _1484663374368 _6.docx @ 32194  @  @ 1  
 
 

 

 

 

 警告 

酸との接触による怪我の危険 

スケール除去剤の肌や目の接触、あるいは誤飲は健康被害につながります。 

• 目の保護具を使用してください。 

• 保護手袋を着用してください。 

• 薬剤または薬剤が含まれている水 (洗浄水) を誤飲してしまった場合、直ちに医者の

診察を受けてください。 

• メーカーの安全に関する注意事項を順守してください。 
 

Pos: 25.27 /Warnhinweise/ACHT UNG/ACHTUNG- Sachschäden a n Kunststo ffteilen  durch  Entkalkungsmittel @ 3\mod _1512660721985 _6.docx @ 84507  @  @ 1  
  

注意 

スケール除去剤の残留物によるプラスチック部品とパッキンの破壊 

スケール除去剤を装置に残留させず完全に除去します。 

 

Pos: 25.28 /Module  UPster  H 500 M2/Wartung  und  Reinigung/Entkalkung @ 3\mod_1512659630662_6.docx  @ 84480 @  @ 1  
 
 

硬水を使用して装置を駆動すると、ボイラーとタンク内部にスケールが付着する可能性が

あります。この場合、タンク内部、ボイラーハウジング、タンクヒーター、ボイラーヒーターお

よび洗浄システム/すすぎシステムのスケール除去が必要です。 
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スケール除去後の手順: 

• スケール除去には、多機能ウォッシャーに適した(洗浄消毒プロセス、化学熱的およ

び熱的に)製品を使用してください。メーカーの指示に従ってください。 

• 脱灰剤を多機能ウォッシャーに残留させず完全に除去します。そのためには、真水で

1～2 回の洗浄サイクルを実施します。 

• 必要に応じてボイラーの塩素除去をカスタマーサービスに依頼してください。 
Pos: 25.29 /Überschrift en/1.1/Ersatzteile @ 4\mod _1517296933598 _6.docx  @ 95964  @ 2  @ 1  
 

9.6 交換部品 
Pos: 25.30 /Wartung und Reinigung/Ersatzteile @ 0\mod_1415616190466_6.docx @ 860 @  @ 1  
 

お問い合わせおよび/または交換部品の注文時は、必ず下記の項目に記入してください： 

 

タイプ： …………………………………………………….. 

 

製造番号： …………………………………………………….. 

 

 …………………………………………………….. 

これらの情報は、銘板に記載されています(15 ページの「の章を参照)。 
Pos: 25.31 /Basismodule/----Seitenwechsel----  @ 0\mod_1477487104460 _0.docx  @ 4060  @  @ 1  
 
Pos: 26 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
 
 
Pos: 27.1 /Überschriften/1/Demontage  und  Entsorgung @ 0\mod_1413464777471_6.docx @ 95  @ 1  @ 1  
 

10 解体および廃棄処分 
Pos: 27.2 /Überschriften/1.1/Entsorgung des Verpa ckungsmaterials @ 0\mod _1414757344181 _6.docx @ 840 @ 2 @ 1  
 

梱包および古い装置は、有効資源や再利用可能な素材の他に、古い装置の機能および

安全のために必要であったが、人体および環境に有害な物質を含んでいる可能性があり

ます。 

 

ご使用の古い装置を最終廃棄物として廃棄することはしないでください。ご使用の古い装

置の廃棄に関しては、担当の専門業者か自治体に設置されている収集所にてお問い合

わせください。 
Pos: 26.3 /Überschriften/1.1/Entsorgung des Verpa ckungsmaterials @ 0\mod _1414757344181 _12743.docx @ 17546 @ 2 @ 1  
 

10.1 包装材の廃棄処分 
Pos: 26.4 /Demontage  /  Entsorgung/Entsorgung des  Verpackungsmaterials @ 0\mod _1414757241588_12743.docx  @ 17545 @  @ 1  
 

すべての包装材料はリサイクル可能な材料で作られています。以下の材料が適用されて

います： 

– 四角木製フレーム  

– プラスチックシート (PE フィルム) 

– カートン (エッジ保護) 

– 梱包バンド (帯鋼) 

– 梱包バンド (プラスチック (PP))  

 

注記 

角材は、未処理の手を加えていないモミ材/松材を利用しています。害虫に対する保護の

ために、国別輸入規則によっては処理された木材が指定されている場合があります。 
 
Pos: 26.5 /Überschriften/1.1/Demontage und Entsorgung  des Altgeräts @ 16\mod_1580463813076 _12743.docx @ 202240 @ 2  @ 1  
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10.2 古い装置の解体および廃棄処分 
Pos: 26.6 /Warnhinweise/WARNUNG/WARNUNG - Verletzungsgefahr durch K ontakt mit Chemikalien @ 0\mod _1413539826683 _12743.docx @ 17457  @  @ 1  
 
 

 

 

 警告 

薬剤との接触による怪我の危険 

洗剤およびリンス剤の肌や目の接触、あるいは誤飲は健康被害につながります。 

• 目の保護具を使用してください。 

• 保護手袋を着用してください。 

• 薬剤または薬剤が含まれている水 (洗浄水) を誤飲してしまった場合、直ちに医者の

診察を受けてください。 

 

Pos: 26.7 /Demontage  /  Entsorgung/Spültechnik - GK/Entsorgung der Maschine  @ 16\mod _1580470326186_12743.docx  @ 202301 @  @ 1  
 

• 必要に応じて、 新鮮水で機械部品、容器、薬剤投入ユニットおよびホースを洗浄して

化学的残留物を除去します。適切な保護具 (手袋、安全眼鏡) を着用してください。 

 

装置にはこのシンボルで印がついています。ご使用の古い装置を適切に廃棄するには、

現地の規定に従ってください。 

コンポーネントを素材ごとに正しく、再利用を優先して処分してください。 
Pos: 28 /Basismodule/####################################  @ 0\mod _1413550430684 _6.docx @ 331  @  @ 1  
 
 
Pos: 29.1 /Überschriften/1/Abkürzungen @ 0\mod _1414580268272_6.docx @ 768 @ 1 @ 1  
 

11 略語 
Pos: 29.2 /Module  M-iClean  U/Abkürzungen/Abk ürzungen M-iClean  @ 0\mod _1413548588132 _6.docx @ 329  @  @ 1  
 
 

略語 意味 

GiO GiO モジュール、統合された逆浸透システム 

pH pH 値で液体中の酸含量が指定されます 

LpA LpA は、職場のノイズ放射の限界値を表しています 

dB デシベル、音圧レベルの単位。 
略語 
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